
の事 務 局 会 議 を待 ち … 中略 … 」 と述 べ て い ます 。

さ ら にキ ャ ン プ、 相 談 会 の 実 施 や 専 従 者 の 選 任 問

題 な どに触 れ た あ と 「… 事 務 量 も多 くな り、 各 団

体 との打 ち合 わ せ 等 もあ り、 現状 の ス タ ッ フで ど

こ まで で き るか不 安 もあ ります が 、 これ まで事 務

局 を担 当 して くだ さ った 院 内小 学校 並 び に同校 こ

とば の教 室 に大 変 な ご迷 惑 を掛 け て き ま した の で

こ れ以 上 の お願 い は で き ませ ん」 と実 情 を吐 露 し

てい ます。当時 の状 況か ら主 な もの を拾 っ てみ ます。

・ 言語障害児 教育教 員養 成課程 の設置

東京学芸大（4 年課程）43年

金沢・ 大 阪教育・ 愛媛 大 （臨 1 年 ）44年

大阪教育大（ 4 年課程）46年

北海道教育大 （臨 1 年 ）46年

宮城教育大 （臨 1 年）47年

金沢大（ 4 年課程）48年

横 浜国立大 （臨 1 年）49年

・ これ に呼応 して言語障害児特殊学級数が急増

45年…2 77学級 46年・・・3 82学級

4 7年…4 70学級 4 8年・・・6 12学級

49年…710学級 50年…847学級

・ 特殊教育内地留学実施要項発効（41，2 ，16）

・ 国立特殊教育研 究所の設置 開所 （46，10， 1 ）

・ 第 8 回全国親の会秋 田大会 開催 （47，8 ，8 ）

な ど が あ り ま す 。

こ う した状 況 変 化 や 発 展 の 経 緯 を踏 まえ て、 秋

田大会 を契機 に親の会組織の一層の充実が はか ら

れ な け れ ば な ら ない こ とが議 論 され 、 そ の 事 に付

随して当然全 国親の会事務局 に選任 局員 を配置す

るべ く構 想 され ま した 。 そ う しな け れ ば組 織 が広

ま っ て も内容 を充 実 した もの には成 り得 ない と考

え たか らです 。 しか し、何 分 に も現 実 は厳 し く財

政的 には極度 に逼迫 した状況 にあ り、事実 、会報

第2 1号 か ら22号 が 発 行 され る まで に 2 年 を要 して

いるのです。事務局移転 はだれに も異論 を挟む余

地はあ りませ んが 、「組織 拡大 」 と 「内容 充実」

の矛盾 に関係 者 は頭 を痛め ていた訳です。

幸 い に も冒 頭 にの べ た よ うに 、全 国心 身 障害 児

福祉 財 団 の 一 隅 に席 を設 け させ て い た だ き、 そ こ

を拠 点 と して 本 会 は新 た な船 出 をす る こ とに な っ

たわ け で す 。

Ⅱ 全国心身障害児福祉財団 との関係

一部重複 しますが、全 国親の会が 、全 国心 身障

害児福祉財 団 （以下財団 と略称す る）傘下 に加 わ

る事 につ い て は、 本 会 の 財 政 確 立 も さる事 なが ら

こ れ か らは「他 の 障害 を持 つ 方 々 の 団体 との 交 流 」

を欠 かす こ とが で きない とい う考 えか らで す 。

財団 は以下の 15の父母 団体 と密接 に関係 を持 ち

なが ら事 業 を行 っ てい ます 。

・ 子 ど もた ちの 未 来 を 開 く父 母 の 会

（サ リ ドマ イ ド児 を中 心 とす る先 天 性 奇 形 ）

・ 自閉症児親の会全 国協議 会

・全 国言語障害児 をもつ親の会

・全 国肢 体不 自由児・ 者父母の会連合会

・全 国肢 体不 自由養 護学校 父母の会

・全 国重症心 身障害 児 （者） を守 る会

・全 国心臓病 の子供 を守る会

・ 全 国精神薄弱養護学校PT A 連合 会

・全国病虚弱教育学校PT A 連合会

・全 国盲学校PT A 連合会

・全国聾学枚PT A 連合会

・全 日本精神薄弱者育成会

・難聴児 を持つ親の会

・ 日本 筋 ジス トロ フ ィー協 会

・ 日本 て んか ん協 会

それ ぞ れの 会 で は、 年 一 回 な い しは 月刊 の指 導

誌、或い は年間数 回の会報や機 関紙 な ど創 意工夫

を凝 ら して発行 してお り ます 。 言 語 の全 国親 の会

では年 6 回 を継 続 して発 行 し、 現 在 に至 っ て お り

ます 。 財 団 の 案 内 に よ り ます と、 F全 国心 身 障 害

児福祉財 団は、昭和4 7年 に「住宅障害児の城」 と

して生 まれ ま した 。全 国療 育 相 談 セ ン タ ー と 中央

愛児園 の運営、心 身障害児 に関す る調査 、研 究、

資料整 備 、「療 育 の窓」 な ど療 育指導 書 の発行 、

一般社 会への啓 蒙運動 、それ に心身障害児療育担

当者 （保 健 婦 、ホ ー ムヘ ルパ ー 、ケ ー ス ワー カー 、

訪問教 師等 ） お よび保 護 者・ ボ ラ ン テ ィ ア に対 す

る県 単 位 の セ ミナ ー な どの事 業 を行 っ て い ます 。

また、本財 団の重要 な事業 と して心 身障害児 の

親の諸 団体 と協 力 して、各障害 別指導誌 の発行 、

無料検診 、療育相談 な どを行 ってい ますj
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「療 育 の 窓 」 よ り

特 に1980年以 降、平 岡事務局長は財団の下で翌

年に控 えた国際 障害者 年 （19 8 1年） を推進す るた

めに組織 された 「国際障害 者年 日本推 進協議 会」

協議 員 の 一 人 と して も大 い に活 躍 さ れ ま した。 更

に広が りを持 ち続け、後 に全 国社会福 祉協 議会の

予算 村 策 委 員 長 と して も敏 腕 を振 る わ れ ま した 。

財 団 とつ なが りは、 単 に財 団 か ら財 政 的 な支 援

を受 け る とい う よ う な消 極 的 な姿 勢 で は な く、 す

べて の心 身 障 害 児 の 問 題 解 決 に向 け て ど う した ら

良いのか を問い続けてい る中で、全 国言語障害児

を もつ 親 の 会 と して 実 行 可 能 な 事 業 を見 出 だ し、

一つ 一 つ 着 実 に 成 果 を上 げ て い った の で す 。 そ の

事が財 団全体 に認 め られ、逐 年言語親の会の予算

が増 額 され て い った とい う経 緯 を側 聞 す る と こ ろ

です 。 い ず れ にい た しま して も、 最 大 の 力 を発揮

しなが ら言 語 親 の 会 の た め に尽 く して こ られ た諸

先輩 に頭 が 下 が ります 。

Ⅲ 「Z S Z 」 会 報 … こ とば

全 国親 の会会報 「ことば」 は順調 に年 6 回の発

行を続 け 、 会 員 の 活 用 を期 待 し ま した 。 しか し、

残念 な こ とに購 読 数 が 伸 び悩 み 、 事 務 局 と して も

機会 あ る ご と にP R をす る 一 方 、 各 ブ ロ ッ クや 地

域の親 の 会 に購 読 の お 願 い をす る な どの 努 力 を重

ねて参 りま した 。 昭和 49 年 に は 「心 身 障 害 者 団 体

の発行す る定期刊行物」 として第三種郵便 （Z SZ ）

の認 可 を受 け 、 一層 内 容 の 充 実 をは か り、 皆 さ ん

に役 立 つ 機 関誌 を 目指 し ま した 。

大学で教鞭 を取 ってお られた言語障害児教育の

指導的 な立場 にある先 生方の貴重 な論文や解説が

掲載 され 啓 発 さ れ ま した。 例 え ば 、「 ど も りの子

ど もの扱 い方 」（内須 川 洗先 生 、28 号 ）「 こ と ばの

発達 に遅 れた子 の育 て方」（小 川仁 先 生 、3 2号 ）

「 親 と子 ど もの つ きあ い か た」（谷 俊 治 先 生 、36号 ）

「 親 の会 の 充 実 の ため に」（柚木 薇 先生 、4 2号 ）

「 正 しい発 音 を育 て る た め に」（小 川 口宏 先 生 、4 4

号）「言語障害教育 の歴史 と課題」（加藤安雄先生、

5 2号 ）「情 報 を生 か しま し ょ うや 」（神 山五 郎 先 生 、

6 8号 ） な どが あ り ます 。 田 口恒 夫先 生 の 「 こ とば

の遅れた子 の育て方」（4 6～4 8号 ）は、 3 分冊 に

わた り掲 載 を さ せ て 頂 き ま した 。

昭 和52 年 頃 に よ り機 関誌 の性 格 を もつ「 こ とば」

に 親 の 会 と し て の 「 主 張 」 を 掲 げ る こ と に な り 、

巻頭 言 が 登 場 す る よ う に な ります 。「初 心 か え ろ

う」（52号）「言語障害児 を巡 る問題 」（5 3号）「通

級制度の確立 に熱意 を」（54号）「親の会活動 を原

点に もどそ う」（63号 ）「『治 療 教 育 』 の 見 直 しを」

（65号 ） な どが あ ります 。

その他、地域での親の会活動の実践記録 や、言

語障害児教育 に携 わっている教 師の悩 み、 各地域

の親の会の歴史 と展望 、国家予算 に対 して親 の会

と して の 要 望 （昭 和 59 年 ） s T の 資 格 に関 わ る 問

題点、言語障害教育の現状 と課題 （文部省 ）な ど

幅広い視野か ら言語障害児問題 を取 り上 げてい ま

す。

「ことば」 100号記念号 （1985年） で小 林咲子

会長 は 「あ れ か ら2 0年 あ ま り。 会 報 の 100 号 。 よ

く も続 い て きた もの だ と感 無 量 で す 」「 ワ ラ半 紙

1 枚 ほ どの 会 報 か ら ス タ ー トし、 今 で は全 国 各都

道府 県 に送 れ る よ う に な った ばか りで な く、 内容

も幅 広 く、とて も示 唆 に富 む もの に な っ て い ます 。

会報 の 中 に 、 この 20 年 間脈 々 と続 い て い る思 い は

「我 が子 に適 時 に、 最 適 の 指 導 を … 」 と願 う親 心

でし ょう。 そ して我 が 子 の こ とばが 改 善 され た 時

に は、 い ま悩 んで い る親 子 に一 番 良 い情 報 を伝 え

てい こ うとす る援 助 の 気 持 ち （ボ ラ ンテ ィア精 神

と い え よ う ） で す 」 と述 べ て お られ ま す 。

ま た、 神 山五 郎 先 生 は 「百 回記 念 を迎 え た 親 の

会へ の 感 謝 」 と して一 文 を寄 稿 して お られ ます 。

「炎 熱 酷 寒 の 日に 自分 の子 ど もの た め 、 また 人

様の子 ど もの た め 、手 弁 当 で 各方 面 に頭 を下 げ 陳

情して くだ さっ た。 そ のお 陰 で 、 ほ ぼ全 国 に こ と

ば の教 室 な どが 生 ま れ た の で あ る 。」 と述 べ た上

で、 この 100号 を刊 行 して い る 間 に 、 どの 様 な環

境の 変 化 が 起 きて い た の で あ ろ うか と して 、 3 つ

のポ イ ン トを 示 し て お ら れ ま す 。

（彰村象児の変化

言語発達遅滞児 の占め る比重が大 きくなった。

（多数員研修の消極化

養成課程へ派遣 される現職教諭 の減少 、言語

担当教諭の力量が教育界 で生か されているか

（卦親 の 会 の イ メ ー ジ変 容
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親 の 会 の こ と を知 ら なか っ た り、 無 関 心 な人

が 増 加 して い るは 残念 。

「 障 害 児 を持 つ 親 の 悩 み は と て つ も な く大 きい 。

しか も、 同 じ様 な障 害 の 児 童 を持 つ 親 同志 で な く

ては理 解 し得 ず 手 の打 て な い こ とが あ る。 もち ろ

ん公 的 援 助 も無 視 で きな い が 、 親 の 会 とい う私 的

相互援助組織 も実 は大変 重要なのであ る。 この重

要性 に原 点 を どっ か りと定 め 、 新 しい 運 営 方 向 を

規制 す る 限 り、 親 の 会 の 存 続 理 由 は明 確 に して堅

固で あ る」 と結 ん で い ます 。

実 に要 を得 て、 この時点での親の会 の指針 を言

い当 て る示 唆 に富 ん だ一 文 を寄 せ て い た だ い て い

ま す 。

Ⅳ1 0年 間 の で き ご と

全 国親の会事務局が千葉市立院内小学校 こ とば

の教 室 か ら財 団 に移 転 した あ と10年 は ま さに親 の

会の 発 展 ・ 充 実 期 と もい え る時 期 で す。 主 要 な 出

来事 を抽 出 して み ます 。 一言 で い う と小 林 咲子 会

長・ 平 岡利 美 事 務 局 長 コ ン ビの 黄 金期 とい う事 に

なり ま し ょ う 。

1 ．谷間の口蓋裂

「 ご く最 近 の こ とで あ る 。 私 た ち に 大 き な シ ョ

ッ キ ング を与 え る一 つ の 事 件 が 起 こ っ た。 新 聞 各

社は四 段 ぬ き とはい え、 い わ ゆ る三 面 記 事 と して

扱っ て い たか ら “ま たが ’ とい う、 い さ さか不 感

症気 味 な 受 け とめ 方 を普 段 な ら し た か も しれ な

い。 しか し、l‾兎唇」「口蓋裂」「幼児殺 害」 の活

字に い さ さか気 持 ち が動 転 した こ と を今 も覚 えて

い る。 新 聞報 道 を総 合 す る と次 の よ う な こ とで あ

っ た 。生 まれ て 3 ケ月 の幼 な子 を持 つ 若 い 母 親 は

『 ど う して こ ん な子 が －』 と親 類 の 者 か ら まで い

わ れ 、 普段 か ら 『い っそ この 子 と死 に たい 』 と口

走 り、 最 終 的 に は、 兎 唇 なの を悲 観 して 『可 愛 そ

う だ か ら殺 した 』 とい う の で あ っ た 」「他 人 は

『そ ん な に 悩 ま な く て も』 と忠 告 し 、『 も っ と 強 く

な れ 』 と教 え て く れ る か も しれ な い 。 しか し当 事

者 に して み れ ば 、 そ れ も所 詮 は きれ い 事 で 空 虚 な

響 き しか もた な い 。 そ れ程 現 実 は 厳 し く、 口蓋 裂

を含 め た 障害 児 の 親 ・ 兄弟 は にが く苦 しい 思 い を

こ らえ て今 日を迎 え てい るの で あ る。」（「こ とば」

N 。4 0 197 5・ 当時 の言語 障害児 を もつ親 の会 北

海道協議会 々長・丹崎信夫氏 の文 より）

この悲 劇 の報 道 は 昭和 50 年 5 月26 日の こ とで あ

った。口蓋 裂 を持 って生 まれた事実 に親は一様 に

大 きな衝 撃 を受け る。次 いで晴乳、栄養 に気 を使

うば か りで な く、 世 間の 目 を恐 れ 口唇 、 口蓋 の手

術を受 け させ ホ ッとす る。 それ も束 の 間 こ とば の

問 題 、保 育 や教 育 の こ とが 親 の頭 か ら離 れ る こ と

は な い。 再 形 成 、歯 列 矯 正 を余 儀 な くされ る。 更

に就 職 、結 婚 へ と悩 み は引 き継 い で い く。

北 海道親 の会では この間題 はすで に大会 にお い

て論 議 を交 わ して い た し、 当 事 者 の 精 神 的 、肉 体

的、心理的、経 済的、社会的負担がいか に甚大 で

あ るか が お お よそ気 付 か れ て い ま した 。 しか し、

事 の 重 大 性 に鑑 み そ れ らの 事 実 を 明確 に しな け れ

ば第 2 、第 3 の 事 件 を とめ る こ とは で き ない と言

う判 断 か ら 『口蓋 裂 を語 る集 い』 を開催 し、 関 係

医 師 、行 政 、報 道 機 関 を交 え て議 論 を交 わ しま し

た。「歯列 矯正や唇 や鼻翼 の再 形成 に保険 が適用

され な い事 実 が浮 き彫 りに な って き ま した。 全 国

親の会か らはその都 度平 岡事務局長 にご参加頂 き

実 情 を訴 え ま した 。 第 9 回 言 語 障 害 児 を持 つ 親 の

会全国大会で北海道の高橋玲子 さんが 「この子 ら

に健 保 を」 と訴 え、 波 紋 は 一気 に広 が り20県 以 上

か ら署 名 が 集 ま り、地 方 議 会 、 国 会 を動 か し、 つ

いに昭和52年 第82回国会・ 社会労働 委員会で請願

が受託 され、諸議論 の上昭和5 8年 4 月 『口唇、 口

蓋裂 の歯 列矯正 に健康 保険適用』が実現 したので

す 。」（この こ との 詳 報 は 、 こ とば N O 4 0 ， 4 2 ， 8 6

な ど に掲 載 。 単 行 本 と して は毎 日新 聞刊 「谷 間 の

口がい裂児」昭和52年があ る）

2 ．親の会の実施事業

「 夕 食 を 終 え る と辺 り は た っ ぶ り と 日 が 暮 れ 、

涼 しい風 が吹 い て い ま した 。 な に しろ回 りに は ネ

オ ンな どあ りませ ん か ら、本 当 に真 っ暗 で す 。 …

何 本 も花 火 を も ら って 嬉 しそ う な顔 。 花 火 の煙 で

喘 息 の 発 作 が 起 き るの を心 配 して隅 の ほ うに い た

子 も線 香 花 火 を分 け る と きに は手 を 出 して い ま し

た 。 大 人 も子 ど も もな い煙 に包 まれ た楽 しい 一 時

で した。」（こ とばN o 2 3号 19 7 2年 ）
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言語障害親子寮育 キ ャンプの初め ての体験記で

す。

「 ぼ くが 一 番 お も し ろか っ た の は 、 て ん ぼ う台 に

のぼ っ て ご は ん をたべ た こ と と海 へ い って あ さ り

を取 っ た こ とだ 。 そ れ と木 の ぼ り。 木 にの ぼ っ た

ら松 の とげ が い っ ぱい あ って い た くてあ ま り うえ

のほ う まで上 れ なか っ た。 で も うみ や 山 が み えた

から お も し ろ か っ た 。」 と B 君 。 お 母 さ ん 方 は 、

「 普段 は、あ の子 は部屋 に引 っ込 んでい て友達 も

遊び に きて くれ ませ ん で した 。 け れ ど も、 明 日か

ら き っ とお 友達 の所 へ 出掛 け て い くの で は ない か

と 思 い ま す 」 と 。

生 き生 き した 親子 の 姿 が 浮 か んで き ます 。 こ う

した 「療 育 キ ャ ンプ」 は財 団 を とお して 、 国 庫 補

助お よび 自転車振興会 か らの援助 で昭和4 7年以降

実施 され 現 在 ま で続 い て い ます 。「 こ とば」 に各

地か らキ ャ ンプ 記録 が 寄せ られ て い ます 。 初 期 の

報告 記 録 と し て 「 日本 平 キ ャ ン プ に 参 加 して 」

（静岡県療育キ ャンプ、1972年）「青森県療育指導

キャ ン プ報 告記 」（1973 年 ）「親 子 宿 泊 療 育 キ ャ ン

プ」（福 島 県 、 1975年 ） な どが あ ります 。

「 1 泊 2 日型 」 と 「 2 泊 3 日型 」 で 年 間 5 回 （ 5

か所 ）で 実 施 して きた もの です が 、実 績 を延 ば し、

例え ば昭 和 54 年 度 には 8 か 所 で 実 施 され る ま で に

なっ て い ます 。

そ の ほ か の 補 助 事 業 と して は以 下 の もの が あ り

ま す 。

（丑中央・ 地方研修

（参ボ ラ ンテ ィ ア研 修

③治療教育相談

3 全国大会及び地方大会

昭和45年の第 7 回全 国大会 （代表者会議） まで

は東 京 で 開催 され て き ま したが 、第 8 回大 会 は秋

田県 （昭和46年・ 第 4 回代表者会議 を兼 ねる） で

行わ れ ま した 。 これ を契 機 に地 方 で の 開催 機 運 が

高ま り ま した。 岐 阜 県 （第 11 回大 会 ・ 昭 和 5 8年 ）

北海道 （第12回大会・昭和62年） な どで全 国大会

が開 か れ ま した 。

地方 （地域）大会 は開催の意 図、規模 な ど様 々

であ り、 こ こで は逐 一 記 述 しが た い の で 第 4 章 に

譲る こ と に し ま す 。

又 、 大 会 とは 別 に地 域 に根 差 した 「学 習 会 」 を

企画 して 今 日的 な課題 の 学 習 を深 め て い る と ころ

もあ ります 。例 え ば北 海 道 で は、 全 道 大 会 は 隔年

に行 う事 と し、中 間 の年 に は「学 習 会 」を設 け て 、

地域単位の親の会役員 を集め、今 日的課題 の究 明

と時 期 大 会 に向 けて の 意 思 統 一 を計 る な ど工 夫 を

凝ら して い ま す 。

ま た 、 岩 手 県 で は県 大 会 の ほ か 、 1 泊 2 日の

「 県 リー ダ ー講 習 会 」 な どが 企 画 され 学 習 を深 め

てい る所 もあ ります 。（「学 習 会 の 活 性 化 を」 こ と

ばN o98号巻頭言 1984年参照）

4 ．取 り巻 く社会 の変化

お お よ そ昭 和 50年 か ら同60年 頃 に か け て 障害 児

を取 り巻 く社 会 の情 勢 は大 き く変 わ ろ う と して い

ま した。 198 1年 （昭 和 56年 ） の 国際 障害 者 年 を中

心に養護学校の義務化 、関係法整備 、それに付 随

する調査研究報告 な ど、の ちの 「通級」 に関わる

素地 が 次 第 に固 ま りつ つ あ っ た よ う です 。

（ り 養護学校の義務制 施行

昭 和 54年 4 月、 こ れ まで 伸 び伸 び に な っ て い

た養護学校が義務化 され、日本 国民 の全 てが教

育 を受 け る仕 組 み が 整 え られ ま した。 こ れ に先

立 ち昭和52年 12月に国立特殊教育研究所 の辻村

泰 男 所 長 さん を お迎 え して講 演 をい た だ き ま し

た。 先 生 は義 務 化 の経 過 を 述べ られ た あ と、 こ

れ か らの心 身 障害 児 の教 育 を どの よ う に進 め て

いか な け れ ば な らな い の か 、具 体 例 を示 しなが

ら大 きな示 唆 与 え て 下 さい ま した 。

（講 演 要 旨 は 「 こ とばN o55号 、 1977 年 」）

（ 2） 国際 障害者年

国際連 合は、 1976 年第3 1回総 会 において、 5

年後 の 19 8 1年 （昭和56年 ） を 「国際障害者 年」

とす る こ と を全 会 一 敦 で 決議 し、『完 全 参 加 と

平等 』 をテ ー マ に心 身 に障 害 の あ る人 々の ため

に様 々 な行 動 を取 る よ う、 これ まで に ない 大 き

な 歩 み を始 め ま した 。

こ とば75号 は そ の 巻頭 言 で 「国 際 障 害 者 年 と
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親 の 会 活 動 」 を取 り上 げ 、概 略 以 下 の よ うな要

旨が 述 べ られ て い ます 。

① これ を機 会 に親 の会 の 目的 の大 きな柱 で

あ る身 近 な人 々へ の 啓 発 を してい こ う。

② 言 語 の 城 に 閉 じ寵 もる の で は な く、他 団

体や行 政 と積極 的に情報 を交 わ し、交流 を

深 め ま し ょ う 。

（卦 我 が 子 、 我 が 地 区 を大 切 に しな が ら も、

「我」 以外 の県の 活動 を知 り、相互 のつ な

が り を 持 ち ま し ょ う 。

（ 3） 障害児教 育に関わ る法制度・ 報告書

ア、「重度・重 複障害 児 に対す る学校 数育 の在

り方 に つ い て」（特 殊 教 育 の 改 善 に 関 す る調

査研究会報告・昭和50年）

イ、「軽度心 身障害児 に村す る学校教 育の在 り

方 につい て」（特殊 教育 の改 善 に関す る調査

研 究会報告・ 昭和53年）

ウ、「教育 上特別 な取扱 い を要す る児童・生徒

の教 育的措 置 につ い て」（文部省 、文初特 第

309号通達・ 昭和53年）

言語障害 につ いては

① 聾 、難聴 、C P 、精 神薄弱 に伴 うもの

＊障害の性 質、程度 の応 じて、聾学校・養

護学校 または難聴・肢体不 自由・ 精神薄

弱特殊学級

（参その 他

＊言語障害特殊学級又 は通常 の学級 で留 意

して指 導

＊部分的 かつ定期 的に必 要な程 度の言語障

害者 については、通常 の学級 で留 意 して

指導す るほか、特定 の時間 に当該学校又

は当該学校以外 のにおけ る言語障害特殊

学 級 へ の通 級 に よる 指 導 が 受 け られ る こ

とが 望 ま し い 。

この様 に 「望 ま しい」 は ず の 通 級 も視 点 を変

えれば全 くそ うはな らず、行 政管理庁が実施 し

た 「心 身障害児 の教 育及び保護育成 に関す る行

政監 察」（5 3年 6 月文部 、厚生両 省 に対 し改善

策 を勧 告 した ） の調 査 段 階 で 監 察 を受 け た こ と

ば の教 室 には 大 き な混 乱 が で てい たの も事 実 で

す。基本 的には 「特 殊学級 」 には子 どもが常時

在籍す るのが原則 なのに、言語の場合 、学級 と

い い な が ら実 際 に は言 語 障 害 の 子 ど もの 多 くは

他 の学 級 に籍 が あ っ て、た また ま「通 っ て くる」

と い う こ と を 指 摘 さ れ る こ と に な る 訳 で す 。 一

方 で は 「望 ま しい」 と され なが ら、他 方 「問 題

あ り」 だ っ た の です 。 こ う した事 態 の解 決 法 と

して 「通 級 方 式 」 が 浮 上 して きた と考 え て い い

の で は な い で し ょ う か 。

昭和59年末 、全 国親の会は 「臨教審」 に村 し

て 次 の よ う に 要 望 し ま し た 。

『通級 又は巡回制 をとる言語障害等の特殊学

級 も、精 神 薄 弱 の よ う に固 定 式 の 指 導 形 態 を採

る特殊学級 も一括 して 「学校教 育法第75条 に規

定す る特殊学級」 として一律 に学 級編成 と教員

定数 が規定 されてい るため に生ず る矛盾 は教育

現 場 の盆 路 とな り、 望 ま しい 通級 ・ 巡 回 制 を哀

過 させ つ つ有 る 。 こ の 際 、通 級 又 は巡 回 に よ る

指導形態 に合 った制度 の確立 をお願 い したい』

エ、「心 身障害児 に係 わ る早期 教育 及 び後期 中

等教 育の在 り方」（特殊教育研 究調 査協 力者

会議報告・ 昭和57年）

＊前 文で 「幼児期 は心 身の発達 が著 しく、可

塑 性 に富 み 、 人 間 と して の基 礎 を培 う上 で

極 め て重 要 な時 期 で あ る が 、 と くに心 身 障

害 児 に あ って は 、 で き る限 り早期 に 障 害 を

発 見 し、 そ の 障 害 に即 した教 育 を行 い 、幼

児 の 障 害 の 常 態 を改 善 ない し克 服 し、 望 ま

しい 成 長 発 達 を図 る こ とが 重 視 され て きて

い る」 と し、 聴 覚・ 言 語 障 害 の 項 で は、

＊ 「言 語 指 導 を 3 歳 以 降 に 開始 す る こ とは 、

こ と ば の 指 導 の 適 時 性 を失 う こ とに な る。

した が って 、 可 能 な限 り早期 か ら言 語 に関

す る指 導 を開 始 す る必 要 が あ る」

また 、 3 歳 以 降 につ い て は

＊「現在、全国の難聴・言語障害特殊学級の

多 くが就学前の難聴・ 言語障害児の教育相

談 を行 っ てい るが 、 今 後 と もそ れ ぞ れ の地

域の実情 に応 じ、教育相談が実施 され充実

さ れ る こ と が 望 ま しい 」 と し て い ま す 。

（ 4） S T 資格 制度の動 き

平成 9 年 12月 19 日付で 、つ いに 「言語聴覚士
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法 」 が 公 布 さ れ ま した 。 事 の よ し悪 しは 置 く と

して、今後 の言語 障害児 のサー ビスや指導 に尾

を 引 く こ と は 否 め な い こ と と 思 い ま す 。 親 の 会

と して は今 後 の推 移 を見 守 る必 要 が あ りま し ょ

う 。

事 の 経 過 と問 題 点 につ い て は 、 こ とば N o 63

号 （197 9N 年 ） N o 77 号 （19 8 1年） お よび9 2号

（19S3 年 ） に特 集 され て い ます の で参 照 さ れ る

と 良 い で し ょ う 。

（ 5） 全 国公立学校難聴言 語障害教 育研 究議会 との連 携

文字通 り難聴・ 言語の教 師の全国的組織であ

り研 究団体 です。昭和48年 に第 1 回大会が東京

開 か れ て以 来 毎年 大 会が 開催 され て き ま した 。

第11回福 島大会 には 「保 護者 との提携 」部会

が設 定 され ま した。 15 回茨 城 大 会 まで を 「 こ と

ば」 に見 る限 り、必 ず しも親 との 教 師 の 連携 が

十 分 とは言 い切 れ な い状 況 にあ る よ う に思 い ま

す 。「親 の会 の こ とだ か ら親 た ち で や るべ き… 」

の意 識 が 潜 在 してい る の か も知 れ ませ ん 。 この

時点 （昭和59年）で は、まだ 「教 師が親 の会の

こ と に関 わ って はい け な い」 と学 校 長 か ら指 示

されたので親の会の機関誌 に 「原稿 は書 くわけ

に い き ませ ん 」 と 断 っ て き た 例 が あ り ま した 。

子 ど もの 成 長 ・ 発 達 は子 ど も自 身 の内 側 の 力

に 負 う と こ ろ もあ り ま す が 、 親 と教 師 と社 会 の

協 力 体 制 を欠 か す 事 は で き ない の で す 。

親 と教 師 が子 ど も を真 ん 中 に捉 えて 、 臆 す る

事 な く真 に 「連 携 」 す る こ と こそ 、 この 子 ら に

と っ て 必 要 な こ と な の で は な い で し ょ う か 。

Ⅴ 第一期全国親 の会執行体制の終焉

昭和6 1年 には小林 会長の辞任 と平岡事務局長の

逝去 とい う重 大 な事 態 を迎 え て い ま した 。

小林 会長には昭和33年千葉市立大森小 学校 にお

いて 「治療教室 父母 の会」代表 （理事 ）か らは じ

まって、同39年 「言語 障害児 を もつ親 の会全 国協

議会」 の設 立 に 関 わ り、 そ の後 初 代 会 長 と して20

数年 間 に わ た り 日本 の言 語 障 害 を持 つ子 ど もや 親

た ち の支 え と して ご活 躍 をい た だ い て 参 りま した

が、昭 和 6 1年 度 を もっ て辞 任 され る こ とに な りま

した 。「 わ ず か 3 人 で ス タ ー ト した 親 の 会 で した

が、親 の 切 な い心 情 は い まで も同 じだ ろ う と思 い

ます 」「病 弱 を理 由 に 会 長 を退 き ます が 、 こ れ か

ら も親 の 会 の 動 き に は強 い関 心 を待 ち続 け て参 り

ま す 」

（こ とば N o lO 7号 、 198 6年 ）

小林会長 を陰で一心 に支 えて きた平 岡事務局長

も前 年 よ り体 調 を崩 してお ら れ、 この 2 年 間 は全

国親 の 会 に と っ ては ピ ンチ を迎 えて い ま した。 本

当にお 亡 くな りに な る数 日前 まで 課題 が 山 積 み す

る 「言 語 」 の 世界 を案 じ、 ベ ッ ドの 上 で こ ま ご ま

した仕 事 を して お られ た とお 聞 き して い ます 。 金

田登久子氏 、斎 藤洋 一氏 、行木 久男・富子 夫妻ほ

かの皆 さん の書 き フ ォ ロー を も って 事 務局 体 制 を

崩す こ とな く業 務 を遂 行 して きた の で す 。 3 月2 8

日 に 自宅 を会 場 に事 務 局 会 議 を 開 催 した 1 か 月

後、遂 に力 つ きて 昭和 62年 4 月22 日還 らぬ 人 とな

つた の です 。 こ れ ほ ど まで に 親 と親 の 会 を大 事 に

思う人 は い る で し ょ うか。 亡 くな られ て 一層 そ の

思い を深 く します 。 か く して 、小 林 ・ 平 岡体 制 は

終わ り、 新 しい 体 制 に入 る こ とに な ります 。

一第 3 節 －

Ⅰ 第二期 全国親 の会執行体制

1 ．全国親の会事務局再編

昭和 59年度 は、全 国ブ ロック長会議 と会長会議

とも、平 岡事 務 局 長 が 入 院 の た め 欠 席 の ま ま開 か

れました。全 国親 の会結成 以来20年間全 くなか っ

た異 例 の こ とです 。

そ ん な非 常 事 態 で の 会議 で す か ら、 お の ず と中

心議題 は 「事務局 の強化」 です。 これ まで事 務局

貞は関東各県の会長 がその任 に当たる事 に なって

いま したが 、年 数 が 経 つ うち に 、役 員 の 交 替 が あ

り、親 の 会 に村 す る考 え 方 も変 化 して来 ま した 。

それで も当時 は、平岡事務局長 を支 えて茨城、群
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馬、神奈川 、埼 玉、千葉の代 表 によって運営す る

ことに は な っ て い ま した。 しか し事 務 局 会 議 を招

集す る に も交 通 費 の 支 給 が で きない の で す か ら現

実に は な か なか 機 能 で きず 、 ブ ロ ック長 会 議 な ど

はな お さ ら実 現 し に くい こ と で した 。

この こ とか ら会 費 の 値 上 げ問 題 が 議 題 に上 が り

ま した。 ブ ロ ック長 会 議 で 一 旦 値 上 げ を決 め た の

でしたが 、翌 日の会長会議で反村意見が 出て、小

林会長 の決 断で会 費値 上 げ問題 は今 回 は見 合 わ

せ、今後の検討課題 にな りま した。平 岡事務局長

不在 中は、院内小 事務局以来お手伝 いいただいて

きた行 木 富 子 先 生 を 中心 に、 関東 は も と よ り全 国

の各県 代 表 の有 志 で 支 え て行 くこ とに な りま した。

平 岡事務局長 も一時退 院 され、 自宅療養 されて

いる間、平 岡宅 で数慶事務局 会議 が開かれ、臨時

の ブ ロ ッ ク長 会 議 も もた れ ま した 。 平 岡事 務 局 長

は盛大 に創立 20周年記念 大会 をと構 想 され ていた

の で した が 、 さぞ や無 念 だ った と思 い ます 。

昭和 60年度 の全 国ブ ロ ック長・会長会議 も平 岡

事務 局長 欠 席 の ま ま行 わ れ ま した。 しか し陰 で は

細か く気 を配 られ、お かげでお茶 の水女子 大学教

授・ 田口恒夫先生 に記念講演 をお願 い し、内輪 で

したが 有 意 義 な20周 年 記 念 パ ー テ ィー を開催 で き

ま した。 そ して 平 岡事 務局 長 の 強 い 思 い を引 き継

い で、25周年記念大 会 を北 海道で盛 大 に開催す る

こ とが 発 表 され た の で す。

2 ．臨教審部会長 との懇談

昭和 6 1年 1 月 に入 っ て 緊急 の全 国 ブ ロ ック長 ・

事務局 会議 が開かれ ま した。／ト林会長の強い辞意

を受 けての村応 と、臨時教育審議会第三部会・有

田 部 会 長 と懇 談 し親 の 会 の 要 望 を す る た め で す 。

久 しぶ りに 平 岡 事 務 局 長 も出席 され、 次 期 会 長 は

や は り関 東 か ら選 出 され るの が 一 番 良 い との結 論

で 関 東 ブ ロ ッ ク会議 で 検 討 す る こ とに しま した。

臨教審有 田部会長 との懇談 は、土谷 、辻 、宮 田

の 3 ブロ ック長 に平 岡事務局長 と行木 、金田、市

原、松崎の 8 名で赤坂 の有 田事 務所 で行 われ ま し

た。 す で に提 出 して い る 要 望書 を中心 に、 言 語 障

害 児 とい わ れ て い る子 ど もた ちの お か れ てい る環

境 と、親 の会 が抱 えてい る問題 につい て理解 を求

め た の です 。
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臨教審に対 する要望書

言語障害 教育が発足 当初 （昭和30年代 ） よ

り取 り入 れ て 来 た通 級 制 （必 要 に応 じて特 定

の時間定期的 に通赦 し、障害 を改善するため

1 対 1 で特別 な指導 をす る指導形態）は、言

語障害児のニ ー ドに合致 して、全国 に拡が る

と と もに難 聴 ・ 情 緒 障 害 の 指 導 に も取 り入 れ

られ、更 に通扱が困難 な地域で は、専門教師

の巡 回 に よる指 導 に まで発 展 した が 、簑 づ け

とな るべ き制 度 面 の 整備 が立 ち遅 れ て様 々 な

矛盾 や 混乱 を生 じて い る。

事 実 、通 級 や 巡 回 とい う こ とば は 、 どの 関

係法令や通達 にも見当た らず、昭和53年、特

殊教育 に関す る研 究調査 会 （会 長辻村泰 男）

による 「軽度心身障害児 に対す る学校教育の

在り方 」 にお いて 望 ま しい 教 育 形 態 と して 報

告され てい る に過 ぎ ない 。

特殊教育の内容や指導形態 ほ、障害者 のニ

ー ドに 合 わせ て常 に新 た に改 善 して ほ しい と

い う願 い か ら、今 回 の教 育 改 革 に当 た っ て は 、

伝統 的教育形態や教 師像 に対す る発想 の一大

転換 を図 る事 に よ り、抜 本 的改 正 と弾 力 的 制

定 を特 に次 の 2 点についてお願 いする次 第で

ある。

1 ．通級又は巡臥 こよる指導 と現行学級

編成制度 との矛盾の改正 について

通級又 ほ巡 回制 を とる言語障害等 の特殊学

級も、精 神 薄 弱 の よ うに 固定 式 の指 導 形 態 を

とる特殊学級 も一括 して 「学校教育法 第75条

に規定 する特殊学級」 と して一律 に学級編 成

と教 員定数 が規 定 されている （義務教育語学

校の学級編成 及び教職 員定数 の標準 に関す る

法律 3 条の 2 ） ために生 ずる矛盾は、教育現

場の 陸路 とな り、 望 ま しい 通 級・ 巡 回 制 を衰

退させ つ つ あ る。 この 際 、 通 級 又 ほ 巡 回 に よ

る指導形態 にあ った制度の確 立 を是非お願 い

したい 。

2 ．専門教師の養成について

言語障害 の種類 は多様 なため、その指導 に

は音声学・言語学・ 医学・心理学・ 臨床心理



学な どの学問的かつ高度 な知識 と専 門的 な技

術が必要 とされているが 、現在 4 年制の養成

過程 を設置 す る大学 は全 国 に 4 校 しかない。

この ため教育現場 でほ、精一杯工夫 して視聴

教育 を行 っ てい るが 、 とて も障 害 児 や 親 た ち

の要 望 に応 え る こ とほ で きな い状 態 で あ る。

また 、 折 角 4 年 の 養 成 課程 を修 了 して も免

許制が な く、諸外国の よ うな言語治療士の資

格制産 もないため、現 状で は、将来の見通 し

も全 く暗 い もの に な って い る。

教 育 ほ 人 を りとい う。 この 際 、 免 許 法 の 改

正や資格制度の制定 も含めて、長期 の見通 し

に立 った専門教 師養成制度 の確 立 をお願いす

る次 第 で あ る。

全 国言語障害児 を もつ親の会

3 ．全国親の会会長交替 と全難言協

昭和6 1年度の全国 ブロ ック長・会長会議 は、 3

年振 に平岡事務局長が出席 され ま したが、小 林会

長 が 病気 欠 席 の 中 で 開 か れ ま した。 そ こで 役 員 改

選が行 われ 、新 会 長 には辻 久視 東北 ブ ロ ック長

（秋 田県親 の会会長 ）が選 出 され ま した。大森小

時代 か ら数 え る と実 に30 年 ちか く親 の 会 会 長 の 重

責を担 ってこ られた小林初代 会長 に代 わ って 2 代

会長 の 誕 生 です 。 関東 か らの会 長 を望 ん だ の で し

たが 果 た さ れ ず 、全 国 会 貞 の 興 亡 を に な っ て の 、

辻会 長 ・ 平 岡 事 務 局 長 時 代 の 幕 開 け に な りま し

た。 そ の た め に 、「会 長 選 出 の ブ ロ ッ ク に事 務 局

をお く」 とい う規 約 を改 正 して 、今 まで通 り関東

ブ ロ ッ クの 親 の 会 の 方 々 に事 務 局 を お願 いす る こ

と に な り ま し た 。

この年、水戸 で開催 された仝難言協全 国大会茨

城大 会は、全 国親の会 にとって歴史 に残 る画期 的

な大 会 に な りま した 。 第 8 分 科 会 「保 護 者 との連

携分科会」 では、助 言者 に平岡全国親 の会事務局

長、行木千 葉大講 師 （全 国親の会事 務局）、関 口

茨城県言語 障害児 をもつ親の会会長 （全 国親 の会

関東 ブ ロ ッ ク長 ） の 3 氏 、 司 会 は金 田 さ ん （全 国

親の会事務局） と長野県 の小 出先生です。そ して

辻全 国親の会会長 、土谷 、宮 田両 ブロ ック長 をは

じめ多 くの親 の会会 員に、熱心 な言難担当の先生

方が大 勢 参 加 され 、 白熱 した論 議 で 盛 り上 が りま

した。 さ らに 、仝 難 言協 会 長 の寺 田先 生 も 出席 さ

れ て い て 、通 級 利 美 現 の た め親 も先 生 も総 力 を あ

げ て 取 り組 む こ と を誓 い 合 っ た の で す 。 今 まで

個々の 教 室 や地 区 で の連 携 は言 わ れ て きて も、 全

国 レベ ルで仝難言協 と全 国親 の会 とのエールの交

換は新 しい歴 史 の幕 開 け に な りま した。 これ らの

こ とは、今大会事務局長 の加藤先生 が全 国親の会

事務局 のメ ンバ ーで、両者 の懸 け橋 の役 割 を果た

して くれ た力 が あ っ て の こ とです し、 また行 木 先

生の ご主 人久男先生 が、 自家用車 で平 岡事務局 長

を千 葉 の 自宅 か ら送 り迎 え して くれ た 陰 の 支 え が

あっ たか らこ その 大 会 で した。

この仝難言協大会以後 の全 国親 の会事 務局会議

は平 岡 宅 で 行 わ れ ま した。 昭和 62年 3 月29 日は 平

岡事 務 局 長 が ふ とん に横 に な りな が らの 会議 に な

り、 次 の 日か ら入 院 され、 翌 4 月 2 2 日、 つ い に 還

らぬ 人 と な られ ま した 。 “巨 星 落 つ ” ま さ に全 国

言語障害児 をもつ親の会のための戦場 で殉死です。

全国 会 貞 と と もに心 か ら ご冥福 をお 祈 りす る と と

も に 、 し っ か り と そ の ご 意 志 を 受 け 継 ぐ こ と を 誓

い合 い た い と思 い ます 。 会 報 「 こ とば 」 112 号 で

辻会長 が弔辞 を述べ 、 113号 で追悼号 を特 集 しま

した 。

4 ．全国親の会事務局長交替 と北海道大会

昭和62年度の全国ブ ロック長会議・会長会議 は、

平岡 さんが逝去 されて25 日目、生前平岡事務局長

が予 定 した 通 り行 わ れ ま した 。 そ こで 辻 会 長 は 、

行木 久男 さん に新 事務局長 を委嘱 し、新 しい辻会

長・ 行 木 事 務局 長 体 制 が ス ター トしま した。 当 分

の間は、東 京・新 宿西早稲 田の全国心身障害児福

祉財 団内に事務局 の本拠 地 を置 き、千葉と秋 田に

分室 を設 け る こ とに しま した 。 秋 田 の 事 務 局 は 、

主に国庫・ 日自振 の補助 事 業 関係 を高橋 琴子 先

生・笹 岡恵子先生 を中心 に担 当 し、千葉 には行木

富子 先 生 が 局 長 を補 佐 す る こ とに な りま した 。 ま

た会規約が改正 され、役員 の任期 が 1 年だ ったの

を2 年 間 に変 更 しま した。

会議終了後 、辻会長 をは じめ役 員・ 事務局 で平

岡前事務局 の仏前 に報告 し、新 たな前進 を誓 い ま
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した 。

辻 ・行木 執行部 が迎 えた最初 の大 きな行事 は、

第12回全 国大会・北海道大会です。全国言語障害

児を もつ親 の 会25 周 年 記 念 大 会 とい う こ とで 、 下

記の 方々へ 、全 国の本会功労者への感謝状、表彰

楯を贈 呈 しま した 。

○感謝状受賞者

岩手県玉 山村立姫神小学校

青森 県 手 塚 子 ど もカ ンフ ァ ラ ンス

北海道雨竜高等養護学校

○表彰楯受賞者

全国言語障害児 をもつ親の会

全国言語障害児 をもつ親の会

宮崎県 長谷 川辰夫

福岡市 銅玄 富枝

山口県 徳原 啓

広島県 久保井時雄

岡山県 田中 和裕

滋賀県 木村 要

北海道 谷本 保子

福井県

岐阜県

茨城県

山形 県

兵庫県

岩手県

北海道

菊池 義勝

手塚 敏

跡部 敏之

咲

利

佳

肖

龍

林

岡

原

江

口

瀬

小

平

松

安

関

川

故

≠曜

贋

信

田

田

崎

宮

成

丹

子

美

子

五

也

同

彰

邦

夫

医療法 人清 恵会顧 問・ 神山五郎先生の記念講演

では、昭和37年に東 京都 親の会 を結 成 された父君

の神 山 一 郎 先 生 の 当 時 の 思 い 出 に も触 れ ら れ て 、

2 5 周 年 に花 を添 え られ ま した し、 文部 省 特 殊 教 育

課教科調査官・渡辺研先生 の大 会講評 では、平 岡

さん の 願 っ てい た こ とは確 実 に受 け継 が れ て い か

なけ れ ば な ら ない と激 励 され ま した。 そ して大 会

宣言 では、「子 どもの幸せ をねがい言語 障害教育

の充 実 と通級 制 の確 立 を」 の 大 会 ス ロ ー ガ ン を さ

らに強調 して、通級 利美現 に向か って全力 を尽 く

すこ と を誓 い 合 っ た の で す 。

この大 会の 1 週間後 に、臨時教育審議会の最終

答申 「教 育改 革 に 関 す る第 4 次 答 申」 が 出 さ れ ま

した 。通 称 75学 級 とい わ れ て きた 特 殊 学 級 の あ り

方が 、「軽度 心 身障 害児 教育 体 制の整 備・ 充実 」

と し て 、 よ う や く正 式 な 場 で 取 り上 げ られ る こ と

にな り ま し た 。

Ⅱ 組織運営 と財政の確 立

1 ．全国親の会の組織充実

平 岡 体 制 か ら引 き継 い だ新 しい 事 務 局 は、 まず

全国 組 織 の 把 握 か ら始 め な けれ ば な りませ んで し

た。長年 にわた る平 岡前事務局の経験 と人脈 に支

え られ て きた全 国 親 の 会 を組 織 と して 運 営 して い

くため には、現組織 の点検 と各都道府県事務局 と

会長 の住所録 の作 成か ら始め ま した。学校 に事務

局が あ る と ころ 、 会 長 宅 にあ る と こ ろ、 事 務 局 長

宅に あ る と ころ等 い ろい ろ で す 。 しか も 1 年 交 替

で移 動 す る と ころ 、役 員 が 改選 され て 移 動 して も

全国事 務 所 に連 絡 す る とい う シス テム に な って い

な い と ころ 、補 助 事 業 だ け が 唯 一全 国 の つ なが り

と い う と こ ろ も あ り ま し た 。

全 国組 織 と して活 動 す る に も、各 県 親 の 会 と し

つか り連 携 してい る こ とが 第 一 条 件 です 。

2 ．全国親の会財政の確 立 と会報

第 2 期 執 行 部 に と って 組 織 再 編 と も う一 つ の重

要課題 は、財政の確立です。 これまでの平 岡前事

務局 長 が私 財 を なげ う っ ての 会 運 営 だ け は、 引 き

継ぎ よ う もあ りませ ん。 会 費値 上 げ も再 提 案 しに

くい と こ ろで す 。 そ こで 行 木 事 務 局 長 が 発 案 した

ことは、毎年の補助事業の配分 を、会費納入 の会

員数 、 会報 「 こ とば」 の購 入 数 、 指 導 誌 パ ンフ レ

ッ トの購 入 数 の 実績 を勘 案 して 決 め る とい うこ と

です 。 もち ろん実 績 の み で全 て を決 定 す る わ け で

はあ り ませ ん 。組 織 拡 大 の 上 か ら も、 組 織 の 小 さ

いと ころ 、弱 い と ころ に こそ 政 策 的 配 分 が 必 要 で

し ょ う し、逆 に全 国 大 会 の予 定 ブ ロ ッ ク等 に は重

点的 に配 分 も され ます。 そ れ で も一応 実 績 重 視 の

原則 を 決 め た こ とは 、 そ の 後 の 会 員 の 拡 大 、 会

報・ パ ンフ の購 読 増 加 に繋 が り ま した 。

ま た全 国 親 の 会 最 大 の財 源 で あ る 国庫 ・ 日 自振

の補 助 事 業 を確 実 に実 施 す る こ とが 、執 行 部 に と

って極 め て大 事 な こ とで す 。 担 当が 秋 田 か ら千葉

へ、 そ して福 島の 日向 久 先 生 の と ころへ と業 務 を

お願 い して い きま したが 、担 当 者 の大 変 な努 力 と

各県 親 の 会 の 協 力 とあ い まっ て、 年 々増 加 す る こ

とは あ っ て も減 額 す る こ と は ほ と ん ど な く推 移 し
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て き ま した 。 この こ とは補 助 金 の 元 受 け で あ る、

全国心身障害児福祉財 団か らの高い評価 を受 けて

い る こ と で も あ り ま す 。

組織 の強化 と財 源の確保 に役立つ会報 と指導誌

の作 成 に 、 中心 的役 割 を果 た して きた の は行 木富

子 先 生 で す 。 特 に年 4 冊 の指 導誌 パ ン フ レ ッ トの

作 成 は ほ と ん ど一 人 で担 当 して き ま した。 パ ン フ

レ ッ トの 発行 につ い て は第 一 節 で詳 し く掲 載 して

い ます の で 重 複 を さけ ます が 、執 筆 い た だ い た先

生方 には、ほ とんど無料 にちかい執筆料で ご協力

下 さい ま した 。 い まだ に購 読 の 注 文 が 続 い てい ま

すこ とに感 謝 して い ます 。 会 報 「 こ と ば」 の作 成

には茨城 の加 藤文彦先 生 、東京 の 出井啓 文先生 、

福島 の 日向久 先 生 に大 変 お世 話 に な りま した 。 ま

た 、 会 報 119号 か ら体 裁 を変 え 内 容 も幅 を広 げ ま

した 。 さ らに平 成 元 年 度 124 号 か ら表 紙 は 写 真 か

ら絵 に変 わ りま した。 は じめ の 2 年 間 は東 京 の台

東区立西 町小難言教室 の大久保智子先生、 その後

は大 金 孝 子 さん 、 そ して次 に現 中国 ブ ロ ッ ク長 加

藤碩 さんの難聴 の娘 さん加藤恵 さんの絵が現在 ま

で続 い て い ます 。 ま た平 成 6 年 度 154 号 か ら横 書

き左 綴 じ に 変 わ り ま した 。

い う まで もな く会 報 は、 会 の顔 で あ り心 と姿 勢

を表 して い ます 。 また組 織 内 の情 報 交換 の 場 で あ

り親 睦 の場 で もあ ります 。 さ らに 会 の歴 史 を残 す

記録 誌 で もあ り ます 。 今 回 の全 国親 の会 創 立 30周

年記念 誌の編集がで きるの も、先輩の方 々の連綿

と会 報 を発 行 し続 け て こ られ た 努 力 の 賜 物 で す 。

改め て敬 意 と感 謝 を申 し上 げ ます 。

Ⅲ 親 の会 と それ を取 り ま く環 境

1 ．組織内 アンケー ト調査

昭和63年 5 月 に、全国親の会 は各都道府県親 の

会に対 して ア ンケ ー ト調 査 を しま した 。

（1）現 在 「親 の 会」 と して 困 って い る こ と。

（2）各 地 の 学 校 の 中 の 「 き こ え・ こ と ばの 教 室 」

の実態 。

（3）全 国親 の会へ の要望。

の3 点 につ い て率 直 な意 見 と要 望 を求 め ま した。

（1）につ い て は、

・ 会 員 に な る若 い 親 た ちが 、 親 の 会 に村 して 関

心 が うす い 。

・教員の多 くが、親の指導や親の会の必 要性 を

感 じて い な い 。

・ 親 の 会 O B と現 会 員 との 間 に、 活動 や 要 望 に

つ い て の差 が あ る 。 O B は子 ど もの社 会 的 自

立 。 現 会 員 は通 級 の こ と。

・ 行 事 に参 加 して よか っ た と思 え る 内容 の検 討

が課題。

・教室設置促進の活動 か ら始 まったが 、親 の会

活動 の柱 とは何かがつかめ ない。

・ 教室 設置が され て も親 の会が組織 で きない。

仮 に で きて も教 室 親 の 会 で あ っ て、 P T A 的

存 在 で しか な い。

・発音 、お くれ、口蓋裂 、難聴 な どの障害別 に

は学 習 し合 っ て も全 体 と して の 連帯 感 が うす

い。

・ 通 級 してい る子 ど もの親 だ けが 会 員 に な る傾

向があ る。会員の世代 交替で役員の後継者が

見 つ け に くい 。

（2）につ い て は 、

・転校 して設置校 の児童 にな らない と指導が受

け られ な い 。転 校 が子 ど もに 隣近 所 か らの孤

立 に つ な が っ て し ま うこ とを理 解 され な い。

・ 籍 を普 通 学 級 に置 い て も らえ ず 、 こ とば の教

室 へ 移 す こ とを承 知 しな い と指 導 さ れ ない 。

・研 修 も して い な く、教 員 自身 も言 障 教 育 に興

味 ・ 関 心 の ない 人 が 配 置 され て い て 、一 日 も

早 く普通学級担任 に戻 りたが ってい る。

・ 若い先生が言語障害児教 育 に定着 しない。

・通 級 を制限す る教育委員会があ る。学校管理

者 や担当教員 は黙ってその指示 に従ってい る。

・ 病 院 の言 語 治療 士 は 、 学校 と連絡 と る こ と な

く一 方 的 に指 示 して くる。 学 校 も医療 サ イ ド

と連 絡 を取 っ て くれ な い。

（3）につ いては、各親の会 同士の連携 と情報交換

を杏 に して、 会 運 営 を支 援 して ほ しい 。 そ して

も っ と社 会 や 国 に 向 か っ て 、 こ と ば や き こ え に

ハ ン デ ィ を もった 子 ど もた ちの 環 境 整 備 を積 極

的 に 働 き か け よ と い う こ と で した 。

特 に 、 ア ン ケ ー トか ら も わ か る よ う に 、「 在 籍 」

の問題 が 「通級制」 とかかわって全 国的 に大 き く
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広が って い る こ と と、 専 門の 教 員 養 成 の 問 題 が 重

くの しか か っ て い る こ と が わ か り ま す 。

現実に文部省の調 べで は、昭和 59年 を ピークに

言語障害特殊 学級及び就学児童生徒数が ともに減

少して きて い ます 。 こ れ は指 導 を受 け るべ き児 童

生徒 数 が 減 少 したの で は決 して な く、在 籍 が 取 り

ずら くな って 減 少 して きてい るの で す 。 実 際 に こ

のま まで は援 助 を求 め る小 ど もた ちが 減 らな いの

に、学級 が減少 し担当教員が配当 されな くなって

いくこ と を内外 に問題 提 起 しま した 。

平 成元 年 にな って 4 月 10 日突 然 悲 しい 知 らせ が

入りま した。東北の仙台市立通町小学校で いち早

く言語障害教 育 に取 り組 まれ、言難教育の基礎 を

つくられ た 浜 崎健 治 先 生 の 言卜報 で す 。 死 の 直 前 ま

で親 の会 の こ とを気 にか け て 下 さっ た そ うで す 。

親の 全 会 員 は も とよ り関 係 者 一 同心 か らご冥 福 を

お祈 り申 し上 げ ます 。

2 ．京都大会 と通級問題

平成元年度 の全 国ブ ロック長・会長会議 は、辻

会長 、行 木事 務局長執行 部 の留任 を決 め ま した。

そして 第 13 回全 国 大 会 京 都 大 会 へ の 取 り組 み と 、

仝難言協東京大会への協力 、 さらに通級利美現 の

ため 関 係 行 政 機 関 に積 極 的 に働 きか け る こ とに な

り ま し た 。

京都大会 は、大会実行委貞長が京都府親 の会の

西田幸 子 会 長 、 事 務 局 を は じめ 主 な ス タ ッ フ も女

性とい う、 ま さ にお 母 さ んパ ワ ー に支 え られ た手

作りの ユ ニ ー ク な全 国 大 会 で した。 中心 とな っ た

話題 は、やは り臨教審の答 申を受 けての 「教室が

変わ る」 とい う期 待 と不 安 で す 。 特 に教 室 担 当 の

先生 方 か ら 「親 の 会 の 出 番 だ 。 頑 張 れ」 とい う叱

咤と激 励 が多 くあ りま した 。

なお、京都 大会で表彰 を受 けた方 は下記 の方 々

です。

○表彰楯受賞者

京都府 滝野 軍治 岐阜県 成木 博子

愛媛県 原 小夜子 千葉県 高安 和子

大会終了後、京都 大会の論議 と成果 を事務局 は

文部省 （特殊教育課） に報告 し、通級制度 、幼児

問題 へ の 取 り組 み を説 明 しま した 。

10月 に な って 辻 会 長 は ブ ロ ック長 を招 集 して文

部省への請願 を行 い ま した。下記の請願書 は文部

政務次官・ 町村信孝衆議院議員 と懇談 し、直接手

渡し した もの で す 。

小・中学校 に設置 されて いる言 語治療 教室

特殊学級の通級に関する件

昭和33年 、仙台市立通町小学校 に言語治療教室

が設置 され、次いで昭和34年 、千葉市立 院内小学

校に設置 されま した。 この創成期の 2 校 の指導成

果にほ 、 目 をみ は る もの が あ り、 わ れ わ れ言 語 障

害児 を もつ 親 た ちの 喜 び は大 き く、 言 語 障 害 児 に

とっ て は 希 望 を与 え られ た もの で した。 そ の 後 、

年々、全 国各 地 に教 室 が 設 置 され て ま い り ま した 。

これ は、 ひ とえ に文 部 省 を ら び に 関係 機 関 の ご指

導の 賜 物 と感 謝 いた してお ります 。

われ われ 親 の 会 は、「 どこ に住 ん で い て も」「だ

れで も」「い つ で も （適 時 に）」「十 番 よい指 導 を」

念願 して 、各 地 域 の 中で 運 動 をす す め て まい りま

した。親の会全国組織結成の昭和39年か ら現在 ま

で実 に25年 間、 ず っ と願 って きた こ とほ 「通 級 を

制度 と し て 認 め て ほ しい 」 と い う こ と で し た 。

言語障害児 は、障害の対象 としては軽度 の分野

と され が ち です が 、 将 来 の 社 会 的 な生 活 を考 え る

と き、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの た め 重 要 な 言 語 と い

う性質上 、その治療教育 に関す る問題 は、教育 的

方法 と して きめ 細 か い指 導 上 の配 慮 をすべ き もの

と考 えます。言語治療教室 での指導 は、通級 方式

とい う事 で な さ れ てい ま した が 、ぜ ひ、通 級 制度

によ る言 語 治 療 教 室 が 実 現 す る よ うに お願 い す る

も の で あ り ま す 。

平成元年 10年 27 日

全 国言語 障害児 をもつ親 の会

会 長 辻 久視

翌 月 11月 17 日に 、 さっ そ く町村 文 部 政務 次 官 か

ら下 記 の よ うな資 料 を添 え て 回答 が 届 きま した。

い わ ゆ る 「通 級 学 級 」 に つ い て

軽度の心 身障害児 の うち言語 障害 、難聴 、情緒

障害等の障害の ある児童・生徒 につ いては、各敦
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科の授業 は在籍す る通常の学級 で受 け させ、心 身

の障害の状 態等 に応 じた指導 （言語指導、聴能訓

練、遊技療 法等） を部分的、定期的 に応 じ特殊学

級 で 行 う こ とが 教 育 上 有 意 義 で あ る と の 考 え か

ら、小 ・ 中 学校 に お い て 「通 級 」 と称 して、 この

よ うな指 導 が 実態 と して 広 く行 わ れ て い る。 この

通級 には、 自校 内 の特殊学級 へ通級 「自校連銀」

と、他校の特殊学級へ通赦 す る「他枚 通級」 の 2

つ の 形 態 が あ る。 しか しな が ら、 この 「通 級 」 に

は、敦育課程上明確 な位置付 けがな く、 また、教

員定数の面で も、通級す る特殊学級 に在籍す る児

童・ 生徒 がい な くなれば教員の定数措置が で きな

い とい う問 題 が あ る。

この 「通級学級 」 につい ては、昭和 62年 4 月の

臨教 審第 3 次答 申や、昭和6 3年 12月の盲学校 、聾

学校 の教育課程の基準の改善 につい ての教育課程

審議 会の答 申において、その充実の必要性が指摘

され てい る と こ ろで もあ り、 平 成 2 年 度 予 算 概 算

要求 において は、通級学級 におけ る指導の内容及

び方法、教育課程 上の位 置付 け等の諸問題 を調査

研 究す るため、調査研 究協力者会議の設置や通後

学級研 究校 の指定 を行 うべ く、予算 を要求 してい

る （要 求額9，969千円）。

3 ．全国特殊教育振興大会

全国特 殊教育推進連盟 に、全 国言語 障害児 をも

つ 親 の 会 が 単 独 で 加 盟 して い る の で は あ り ませ

ん。「日本 てんかん協 会」「自閉症児親の会全 国協

議会」「 日本 筋 ジ ス トロ フ ィー 協 会 」「難 聴 児 を も

つ親の会」「全 国心臓 病 の子 供 を守 る会」 との 6

団体 で ≪全 国病弱・ 障害児 の教育推進連合会≫ を

組織 して、その全 国病 障連 の名で、仝特連 に団体

加盟 して い る の です 。ち なみ に仝 特 連 加 盟 団 体 は、

全国特殊学校長会・ 全国特殊学級設置学校長協

会・全国盲学校 P T A 連合会・全国聾学校 P T A

連合会・全国精神薄弱養護学校 P T A 連合会・全

国肢 体不 自由養護学校 P T A 連 合会・全 国病弱虚

弱教育学校 P T A 連合会・全 日本精神 薄弱 者育成

会・ 日本肢 体 不 自由児 協 会・全 国肢 体 不 自由児

（者）父母の会連合会・全国重症心身障害児 （者）

を守 る会・全 国視覚障害児 （者）親 の会・ そ して

全国病 障連の 13団体 で構 成 されてい ます。

平成元年度 の全 国特殊教育振興大会 は国立教 育

会館で 開催 され、全 国病障連 を代表 して （6 年 に

1 回の 機 会 ） 発 表 す る こ とに な り、土 谷 さ とる副

会長が 悲願の 「通級制 の実現」 を提 案 しま した。

（要 旨 は会 報 こ とば の 12 8号 ）

臨 教 審 の 答 申 を受 けて 、 従 来 は や や もす る と特

殊 学校 中心・ 重点の特殊教育界 にあ って、 は じめ

て特 殊学級 の充実が大会ス ロー ガンに登場 したの

も この 年 か らで す 。

4 ．全難言協東京大会

平成元年度・仝 難言協 東京大 会の シンポ ジウム

テーマ は、「通級学級 の歴史 と現実 、そ して新 た

な歩 み」 －通級制 の確立 に向 けて－で した。

シ ンポ ジ ス トは 、横 浜 国 立 大 学 の 加 藤 安 雄 先

生 ・ 川 崎 リハ ビ リテ ー シ ョ ン福 祉 セ ン ター の小 出

和生先生・盛 岡下橋 中学校 の菊池義勝教頭先生 ・

難聴児 を もつ親の会 岡橋滋夫全 国会長・全 国言語

障 害児 を もつ親 の 会土 谷 さ とる副 会 長 の 5 名 で す。

第 7 分科 会・保 護者 との連携 分科会の提案者 に

は、栃木市 ことば を育て る会山本順子 副会長、そ

して助 言者 に全 国言語 障害児 をもつ親 の会辻久視

会長 で 、 この大 会 も、先 生 方 と親 が 一緒 にな って

子ど もた ち の た め に 、制 度 間題 を考 え行 動 しよ う

とい う姿 勢 が 満 ち て い ま した。

この望 ましい連携 は、平成 2 年度辻 会長 の地元

での仝難言協秋 田大会 、そ して 3 年度 の愛媛 大会

へと引 き継 が れ、そ の後 も確 実 に定 着 して い ます 。

5 ．通級制度対策委員会 と国会請願

平成 2 年 に入 って、文部省 は 「通級学級 に関す

る調査研 究協力者 会議」 を発足 させ、「通 級学級

に関 す る調査 研 究協 力 校 」 を指 定 しま した 。

全 国 親 の 会 と して も「通 級 問 題 」 に、 よ り本 格

的に取 り組 むため に「通級 制度対策委貞会」 を設

け、 活 動 す る こ と に な り ま した 。

第 1 回委 員 会 に 集 ま っ た メ ンバ ー は 、 辻 会長 、

行木事 務局 長 、北海 道 土谷・ 東 北成 田・ 関東 市

原・ 九州佐賀 のブ ロック長 と、北 海道跡 部・ 茨城

加藤・ 栃木 館野・ 群 馬椎 名・ 東 京 出井 ・ 千葉行

木、野 島・ 山口河村・愛媛一色 の 9 名 の先生 方で

す。 さ らに 国立 特 総 研 の大 石 先 生 も出席 下 さい ま
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した 。 以後 半 年 の 間 に 3 回 の委 員 会 を精 力 的 に 開

き、 国 会へ の請 願 書 を ま とめ ま した 。

言語障害・ 難聴児の通級学級 に関 する

請願書

私 ども、全 国言語 障害児 をもつ親の会 は、昭和

3 9年 の発会以来 、 ことばの問題 を抱 えた子僕 た ち

が 、 いつ で も、 どこ に住 ん で い て も、必 要 な こ と

ばの 指 導 が 受 け られ る よ うに願 っ て きま した。

おかげで、関係す る行政機関・教育機 関のご理

解に よって、全 国的 に学校 教育 の中で 、「言語治

療教 室」 とい う形 で 指 導 を受 け られ る よ うに な っ

たこ とは 感謝 に堪 え ませ ん 。

しか しな が ら、通 観 方 式 を と って い る この 学 級

は、 日頃は普通 学級 に籍 を置 き、一定の時間のみ

言語 治療教 室 に通 って指導 を受 けてい るため、学

級認 可に伴 う通級す る子供の学籍の取 り扱い上の

問題 か ら、担当教員の配置、居住学区城内・外 か

らの通級 承認等 について諸般 の制約が起 こ り、教

育現場が混乱 し、 ことばの指 導が受け られ な くな

った子 供 が 多 くな って お ります。

そ の た め に 、 た とえ 障害 が あ っ て も、等 し く教

育を受 け られる憲法 の基本 的権利が 守 られな くな

って きて い ます 。

私た ち全国言語障害児 を もつ親の会 ほ、 これ等

の通徹 に関す る詰問港 につい て、次の ことを要望

し ま す 。

1 ．通級学級 の認可 と教 員配置 について

（1）普通学級 に在籍す る児童・生徒 の学 籍 を、移

動 させ ない で、個別 の教育 ニーズに応 えるた

めの、通級方式や巡 回方式 による指導形態 を

確 立 して 下 さい 。

（2）通級・ 巡回方式 による学級（教室 ）の認可 は、

実 際に 「指導 を必要 とす る」幼児・児童・生

徒 数 をもって査 定 し、必要 な教員数 を配置 し

て くだ さい 。

（3）通級学級担 当教 員の枠 を、過 剰教員解消策等

に利 用 しな い で くだ さい。

2 ．通級学級 の教 員 の資格 と資質 の向上

につ い て

（1）言語障害児教育数貞養成課程 の卒 業生 に、言

語障害児指導教育の資格認定 を して ください。

（2）言語障害児のニーズ に応 じた、指 導がで きる

現職教 員の養成 のため 、その専 門牲 を高 め、

資 質 を向上 させ る研修 の義 務づけ を して くだ

さ い 。

3 ．通級学級 の対象 児について

（1）早期発見早期教 育の必 要性 を重視 して、幼 児

期 か らの指 導 が手 厚 く受 け られ る よ うに して

くだ さい 。

現在、幼児か ら学童・ 中学生 までの一貫 した

指導体制がで きてい ませ ん。監督行政棟 閑の

理 解 と対 応 は ま ち ま ちで 、 裁 た ち の不 安 が 高

ま っ て い ま す 。

（2）言語難聴学級でほ、他の障害児学級 に学籍が

あ って も、言語や難聴 に関する指導の必要 を

子 供 に も援 助 で きる指 導 体 制 をつ くって くだ

さ い 。

（3）生活 や学習 をす る上 で大切 な、他 の人 との コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 図 り に くい 子 供 に も指 導

で きる体 制 をつ くっ て くだ さい 。

（4）言語難聴学級で は、幅広 い対象 の子供 に、そ

の 子 供 の 必 要 と して い る こ とを見 つ め て援 助

で き る指 導 体 制 を作 っ て くだ さ い。

4 ．通 級学級の指導内容 につ いて

（1）こ とば や き こ えだ け に限 定 した画 一 的 な指 導

では な く、全 人的な成長発達 を考 えて、一人

一人 に応 じた、特 別 な指 導の内容 と方法 を工

夫 す る ′よ う に して くだ さ い 。

こ とば に問 題 の あ る子 供 は 、他 に も幾 つ か の

障 害 を伴 っ て い ます。 そ れ らを含 め た子 供 の

全体的発達 を援助 で きる内容 の指導が で きる

よ う に して く だ さ い 。

（2）子供の指導 だけでな く、親の指導 、学級担任

との協力指導や助言、在籍学級訪問、医療福

祉 機関 との連携指導等 も、指導 内容 として明

確 に位置付 けて くだ きい。

学 校 は子 供 だ け を指 導 す れ ば よい と して、 こ
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れ らの 指 導 をす る時 間 が制 約 を受 け た り、認

め られ な い場 合 が起 こっ て い ます 。

5 ．通級学級 と医療・ 福祉 との連携について

（1）通級学級 と医療関係や福祉 関係 との連絡・提

携 の必 要 を認め、その ため に、必要 な時 間や

経 費 を公 的 に措 置 して くだ さい 。

通級 学級 には、医学 的な処置 は終了 して も、

なお 治 療 教 育 を必 要 と してい る幼 児 や 児 童 ・

生 徒 もお り、 また 、 治 療 教 育 を受 け なが ら医

学 的 処 置 が 必 要 に な って くる場 合 も起 こ りま

す。親や担当教員の経費負担、時間的制約の

軽 減 を し て くだ さ い 。

以 上 の こ とを、 通 級 学 級 の 今 日の 重 要 課 題 と し

て是 非 と も改 善 して い た だ け ます よ う、 また 、言

語治療教育 における我が 国の教育制度 の確立 のた

めに も、 な に とぞ格 段 の ご理 解 とご支 援 をお願 い

して請 願 い た します 。

全 国言語 障害児 をもつ親の会

会 長 辻 久視

平 成 3 年 4 月 に 、辻 会 長 、三 木 四 国 ブ ロ ック長 、

行木事務局長 の 3 人で、越智伊平衆議院議員 と仲

川幸男参議 院議員 を紹介議員 にお願い して、請願

書を文 部 省 を とお して国 会 に請 願 しま した。 後 日

連絡 があ り、請願の 「教員の資格問題」 と「研修

の義 務」「医療 に係 わる費用」 につい ての要 求 は

受け 入 れ るわ け に はい か な い。 部 分 的 に受 け入 れ

られ ない 項 目が あ る と、 そ の 請 願 は全 部 受 け入 れ

られ ない とい うこ とで した 。 請 願 の 行 政 的 手 続 き

の仕 方 を知 ら なか っ た ばか りに、 お 力 添 え い た だ

いた 多 くの 方 々 に ご迷 惑 を おか け し ま した。 しか

し、 た とえ不 採 択 に な っ た とは い え 、全 国親 の会

の願 い が 国 会 の 場 まで は 届 い た こ とは 確 か で あ

り、 文 部 省 に は 間違 い な く届 い て い る の で す。 こ

れ まで の 努 力 を無 駄 に しな い た め に も、学 習 を重

ね、 今 後 と もね ば りづ よ く運 動 をつづ け る こ と を

誓い合 い ま した。

6 ．盛 岡大会 と大蔵 省陳情

平成 3 年度 の全 国ブ ロック長・ 会長会議は、役

員改選 の年 ですが、全 国大 会岩手 大会が終了す る－

ま で は 現 体 制 の ま ま で い く こ と に な り ま した 。 ま

た、全 国表 彰 規 定 が作 られ ま した。

第14回全 国大会岩手大 会は盛 岡市 で開催 され ま

した 。 さす が全 国 の 中 で 最 も行 政 や教 育 関 係 と協

調が とれてい る岩手 県親の会 の主管 だけあ って、

現職の工藤岩手県知事、太田盛 岡市 長、そ して志

賀衆 議 院議 員 に祝 辞 をい ただ き ま した 。 また 、 分

科会 で は、 O B 部 会 を設 け、 親 よ り も大 半 が 教 室

を卒業 した子供た ち本人の集いで、親の会運動の

新しい 方 向 を示 唆 した 大 会 で した 。

○感謝状受賞者

宮城県 元仙台市立通町小学校

北海道 雨竜高等養護学校

愛媛県 新居浜市立宮西小学校

○表彰盾受賞者

言語 障害児 を もつ親 の会北海道協議会

京都 府言語 障害児 を もつ親 の会

浜崎 健治

本間 正吉

一色 啓棋

土谷 さ と る

西田 幸子

この年 の夏、「通級 学級 に関す る調査研 究協 力

者会議 」か ら「通級学級 の検討 （中間の まとめ）」

が発 表 され ま した 。 そ の 内容 は 、

1 ．通級の概念 規定

2 ．通級 による指導が適切 な児童生徒の心 身の障

害の種類・程 度及び指導の内容・方法

3 ．通級 による指導の教育課程上の位 置付 け等

4 ．通級 による指導の充実の ための条件整備

5 ．在籍学級・学校等 との連携の在 り方

6 ．学習障害児 に村す る村応

に分 け て述 べ られ て い ます 。年 度 末 に は これが い

よ い よ 最 終 報 告 と し て 出 さ れ る こ と に な り ま す 。

全国親 の会 に とって、結成 以来長年 の運動 の一つ

の区切 り もな る の で す 。期 待 と不 安 の 中 で も う ひ

と踏 ん張 りが 必 要 です 。

そ ん な 中 で全 国親 の 会 は 、 い ま まで特 殊教 育 の

分野 な の で 、 も っぱ ら文 部 省 にた い して 要 望・ 陳

情を して きた の で す が 、 い ざ 「通 級 制」 を制 度 化

する には 予算 の 裏付 けが 絶 対 条件 なの が 解 りま し

た。 あ る程 度 の 文 部 省 の 了 解 を得 て も、 大 蔵 省 の

理解 を得 なけ れ ば 一 歩 も進 ま ない の で す 。 大 蔵 省

一5 3 －



主計 局 文 部担 当 に全 力 で働 きか け る こ とに な り ま

した 。全 国 各 地 の 親 の 会 の 力 を借 りて 、文 教 委 員

の国 会議 員 の 先 生 方 に陳 情 す る と と もに 、直 接 大

蔵省 の 主計 官 に も役 員 総 出 で 陳情 しま した。

平成 4 年 3 月 30 日に通級学級 に関す る調査研 究

協力者 会議 か ら「通級 による指導 に関す る充実方

策につ い て （審 議 の ま とめ ）」 が 文 部 省 に村 して

報告 され ま した 。 この 報告 を受 け て 文 部 省 は、 平

成4 年度 の国家予算 の嘩立 をみて、い よい よ通級

への一部教員増置 に踏み切 ったのです。かな らず

し も親 の 会 の 期 待 どお りの もの で は あ り ませ ん

が、何 は と もあ れ通 級 制 が や っ と光 が見 えて きた

ことを素 直 に喜 び合 い ま した。

また、 この年 に、平成 3 年度版 言語 障害児教

育自書 を発行 しま した。茨城 の加藤文彦先生が 中

心になって、数名の先生 に部 門毎 にそれぞれ担 当

して い た だい た、 久 しぶ りの労 作 です 。

Ⅳ 第三期全国親の会執行体制

1 ．全国親の会会長交替

平 成 4 年度の全国 ブロ ック長・会長会議 は辻会

長が退任 され、成田廣邦東北 ブロ ック長 （岩手県

会長 ）が、新 会長 に就任 され ま した。

辻 前会長の残任期 間 を引 き継い だので、他の役

員は行木 久男事務局長以 下その ままですが、会則、

細則 の改正 があ り、行木富子先 生が新 た に事務局

次長 に な り ま し た 。

小林・平 岡執行部 をうけて激動 の 6 年間、組織

と財 政 の再 建・ 通級 制 の実現 に取 り組 んで きた

辻・行木時代か ら成 田・行木時代へ の移行 です。

そ して外 に向 か っ て働 きか け て きた 「通 級 制 問

題」 も、 同 時 に内 部 に も向 け て 、 い か に 各 地 区 親

の会や教室で も主体的 に取 り組 んでい くかの段 階

に入 った の で す 。

全 国親の会 は、 まず 、仝難言協 と共催 で全 国各

地の 教 室 で 実 情 を調 査 す る こ とに し ま した。 そ し

て新任の教師用の指導誌 「は じめのいっぼ」 の出

版に も協 力 す る こ と に し ま し た 。 こ の こ と は 平 岡

前事務局長・ 辻前会長か ら続い て きた全難言協 と

の連 帯 を少 しで も前 進 させ るた め で す 。

また 成 田新 会 長 を先 頭 に全 国 各 地 に 出 向 い て 、

組織の充実 と通級制実現の ため に講演会や学習会

に 参 加 し ま した 。

2 ．全難言協 岡山大会 と通 級問題

仝難言協 と全国情 緒障害教育研 究会 との合同の

全国大会 は、全国で初めて難聴学級が開設 され た

岡 山市 立 内 山 下小 学 校 の あ る 岡 山で 開催 さ れ ま し

た。 ここで も通級学級 に関す る調査研 究協力者会

議座 長 だった山口 薫先生の記念講演で 、通級制

が 最 も熱 い テ ー マ の 大 会 で した。 全 国 親 の 会 か ら

は 土谷 副 会 長 が パ ネ ラー の 一 人 と して親 の 会 の 願

い を提 言 しま した 。 親 との 連携 分 科 会 は 、 先 生 中

心で岡山県 や近 県の親の参加 はな く、 オブザ ーバ

ー として岡山県親 の会会長・ 副会長・ 事務局長の

3 名 が 出席 して い た の み で 、連 携 とい っ て も所 に

よ っ て 温 度 差 が あ る こ と を 知 り ま し た 。

そ の年 の夏 、文部 省 は 「教 職員 配 置改 善計 画

（平 成 5 年 ～ 10年 度 ）」 を発 表 しま した の で 、 さ っ

そ く成 田会 長 と役員・ 事 務局 は文 部省 をお とず

れ、霜鳥特殊教育課長・ 池 田企画官・ 宍戸教科調

査官 と懇 談 、 要 望 を し、 実 現 を 目指 して協 力 す る

こ と に を 約 束 し ま し た 。

翌 平 成 5 年 1 月2 8 日、 文 部 省 は 、「通 級 に よ る

指導」の制度 を創設す るため 「学校教育法施行規

則の 一 部 を改 正 す る省 令 」 と、 通 級 で行 う特 別 の

教育 課程 につ い て、告示 （文 部省 告示 第2 78号）

しま した。 また 、 同 日付 けで 、 対 象 とな る児 童 生

徒の障害の種類や程度等、留意事項 な どを各都道

府県教育委 員会 に通達 （通級 による指導 の村象 と

する こ とが 適 当 な児 童 生 徒 につ い て） が 出 され ま

した 。 これ に よ って 「通 級 に よ る指 導 」 が 、 4 月

1 日か ら正 規 の教 育 課程 と して 実 施 され る こ と に

なった の で す 。

3 ．組織 強化 と広 島大会

平成 5 年度 の全 国親の会ブ ロック長会議・代表

者会議 （昨年 までの会長 会議 を名称変 更） に成田

会長 が 元 気 に 出席 され ま した。 4 月 に 成 田 会 長 は
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入院 され て心 配 してい た の で したが 、医 者 も驚 く

ほ どの 回復 で 会 長 職 に復 帰 され ま した。

ブ ロック長会議後 、文部省 の宍戸調査官 を招 い

て「通 級 指 導 教 室 」 に つ い て の学 習 会 を もち ま し

た。

代表者会議 では、成 田会長 以下役 員 を再 選 しま

した。 そ して 当年 度 か ら補助 事 業 を全 国 各 ブ ロ ッ

ク別 に配 分 し、 そ れ を各 ブ ロ ッ ク長 の リー ダー シ

ップ の も とで各 県 親 の 会 に割 り当 て られ る こ とに

なり ま した。 こ の こ とは ブ ロ ッ ク長 が 担 当 の 組 織

内の親 の会 の連絡調整 に止 まらず、成 田全 国会長

を補 佐 して全 国 の 会 運 営 に も力 を借 りる こ と に な

ったのです。 また、福 島県の 日向 久先生が事務

局（お もに補 助 事 業 ） を担 当 して い た だ くこ とに

なり ま し た 。

第 15 回 全 国大 会 広 島大 会 は、「 と も に考 え よ う

語り合お う一言語障害児・難聴児教育の充実 と発

展を願 っ て －」 の 大 会 の ス ロ ー ガ ンの も とに 開催

され ま した 。通 級 に よる指 導 開始 1 年 目の大 会 と

い う こ とで全 国各 地 か らい ろ い ろ な 問題 が提 起 さ

れ 、解 決 に 向 か っ て の論 議 が な され ま した。

広 島県親 の会は昭和 43年に結 成 されて以来 、広

島市 親 の会 の他 は 自然 消 滅 して い た の が 、 この全

国大会 開催 を契機 に、再度結成 され13支部が結束

しての大会運営が 印象的 で した。

全国表彰 は次 の方 々です。

○表彰盾受賞者

秋 田県 全 国親 の会前会長

広 島県 広 島市立荒神 町小学校

辻久視

井上 由利枝

広 島大 会 の後 、広 島駅 ス テ ー シ ョン ホテ ル にお

いて 、 中 国 ブ ロ ッ ク会 議 を 開 き ま した 。 山 口 県 、

島根県 、広 島県 、岡山県 の代 表 に三谷 原中国 ブロ

ック長 、全国親 の会か らは成 田会長 、土谷副会長、

行木事務局長 、行木事務 局次 長が出席 して行 われ

ま した 。全 国 で は 、 北 海 道 、 束 北 、 九 州 の 各 ブ ロ

ッ クが定 期 的 に会 議 を も っ てい ます が 、 中国 で は

初め て の試 み で した 。今 後 は毎 年 持 ち 回 りで 開 く

こ と に な り ま し た 。

4 ．事務局移転

全 国親 の会の事務局 は、全 国心 身障害児福祉財

団ビル内 3 階の合同事 務所 内に机 を置 き、専用電

話を引 い て い ます 。 しか し実 際 そ の 電 話 は 留 守 中

は千葉 の行木事 務局長 宅 に転 送 されていて、実質

千葉 で ほ とん ど事 務 を と って い ま した 。 と こ ろが

その行 木 宅 が新 築 移転 す る こ と に な りま した。 し

たが って 約 半 年 間 、 パ ン フ レ ッ トの 発 送 事 務 が で

きな くな りま した 。専 用 事 務 所 が な く、 専 任 事 務

局貞 もい ない ボ ラ ン テ ィ ア団 体 の 悲 哀 を、 い や と

いうほ ど味 合 わ せ られ ま した。 幸 い 成 田会 長 の地

元、盛岡市立桜城小 学校 こ とばの教室 の先生方 の

大変 な協 力 で カバ ー を してい た だ きま した。 全 国

親の会会員一同改め てご迷惑 をおかけ したお詫 び

とお 礼 を 申 し上 げ ます 。 そ して約 半 年 後 、再 び行

木事務局長の新宅で業務が再 開 され ま した。

Ⅴ さ らな る発 展 を願 って

1 ．全国親の会結成3 0周年 を迎 えて

平成 6 年度の全 国親の会 ブロ ック長 会議・代 表

者会 議 は 、 会結 成 以 来 の 参 加 人 数 に な りま した 。

欠席 の都 道 府 県 は 3 県 の み です 。 この こ とは 成 田

会長 の組 織 強化 の方 針 に応 え る こ とで もあ ります

が、「通 級 問 題 」 を き っか け に、 そ れ ぞ れ の 地 区

親の会で活発 に運動 が展 開 されてい る表れで もあ

ります 。 また 、 ブ ロ ック長 会 議 後 の 通 級 問 題 学 習

会に も北 海道、青森 、福 島、千葉、神奈川 、長野 、

広島、高知、宮 崎県の先生方 をは じめ親の会 の役

員が4 1名 もの 参加 をみ て 、 全 国 の 熱 気 を感 じま し

た。

この代 表者会議 で千葉県親の会か ら、次年度千

葉で開かれ る第16回全 国大会千葉大会 を、全 国親

の会 創 立 30 周 年 記 念 大 会 とす る こ との 報 告 が あ り

ま した。併 せて 30 年記念歌の歌詞 を全 国か ら募集

し、 曲 をつ け て全 国 大 会 の 開会 式 で記 念 歌 と して

発表 す る予 定 も話 され ま した。

さらに執行部か ら、全 国親の会創立30年記念誌

を発 刊 した い 旨の 発 表 が あ り、編 集 委 員 長 に は土

谷さ と る 副 会 長 を 指 名 し ま し た 。 各 ブ ロ ッ ク 長 も

編集 委 員 にお 願 い しま したが 、主 に担 当 す る の は 、

成田会長 、行木事務局長・次 長夫妻 、市原副 会長
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に、北海道の跡部先生 、岩手 の菊池先生、福 島の

日向・野木先生 、そ して会長 の息子 さんで東京の

印刷 会 社 に 勤 め て い る成 田 茂 さ ん等 に頼 み ま し

た。 10数 回に及ぶ編集会議 と作業は、予想以上 に

ハー ドな もの に な り ま した 。

この年 の 8 月、栃 木県宇都 宮市 で開かれた全 難

言協全国大会 に出席 のお り、宇都 宮で30周年記念

誌の第 1 回編集会議 が もたれ、大 筋の編集方針 が

決ま り ま した 。

また 、 同 じこの 時 に 、 関 東 ブ ロ ッ ク会 議 も開 催

され ました。次年度 関東千 葉での全 国大会の協 力

を含 め て 、市 原 関東 ブ ロ ッ ク長 の招 集 に よ る会 議

でした。成 田会長 、土谷副 会長、行木 事務局長 ・

次長 も同席 し、今 後 も継 続 開催 を申 し合 わ せ た の

です。

2 ． S T 問題 と 」 D

言語 ・ 難聴学 級担 当の教 育現場 の先生 や 、医

療・ 福 祉 の現 場 で仕 事 を して い る S T （ス ピー チ

セラ ピス ト Speech Therapistの略）の資格の問題

は、古 くて新 しい問題 です。

そ もそ も、 この資 格 制 度 が 最 初 に問題 と な った

のは 昭和 30 年 で す か ら、 もう40 年 以 上 も話 し合 わ

れて き た こ と に な り ま す 。

全 国 親 の 会 と しま して も、 会 報 「こ とば 」 で 再

三にわ た って 取 り上 げ 、 と き には 特 集 を組 んで き

ま した。お茶 の水女子 大の田口先生、東京学芸大

学の内須 川先生・谷先生 、 日本言 語障害児教育研

究会会長 の平 井先生 、大阪教育 大学 の神 山先生 、

大阪大学 （日本 口蓋裂 学会理事 長） の宮崎先生 、

横浜 国立大学 の笹沼先生 、病 院言 語治療士 連絡 会

代表 の木場輿次・立石恒雄 先生 、 日本聴 能言語士

協会会長 の飯高京子 会長等 か ら多 くの資 格問題 に

言及 され た講 演 や寄 稿 をい た だ き ま した 。全 国 親

の会 も一 日 も早 い 資 格 制 度 実 現 を願 っ て 、 そ の

時々 い ろ い ろ な場 面 で訴 え て き ま した 。 しか し不

幸なこ とに当事者 団体 の S T 協会 が、昭和 50年代

の半 ばに、 日本聴 能言語士協 会 と日本言語療法士

協会 との二 つ に分 裂 して しま った の で す 。 両 団 体

と も資 格 制 度 実 現 を 目指 す こ と には 変 わ りない の

です が 、方 法 論 が違 うの で す 。全 国 親 の 会 と して

は、両 団体 か ら支援 を求め られたのですが、一方

だけ を支持 す る訳 に は い き ませ ん 。成 田 会 長 以 下

執行 部は、両 団体 の会長役 員 と懇 談 し、誠実 に会

の立場 を説 明 して 、 な ん と して も両 団体 が 一 つ に

なって 運動 を進 め る こ と を要 請 した の で す 。幸 い

に して 、 平 成 9 年 に な って や っ と歩 み寄 る こ とが

でき、12月 12 日に国会で「言語聴覚士法」が可決 、

成立 し ま した 。

と ころ で この 度 び 成 立 した 資 格 は 、 医 療・ 福 祉

機関 に働 く S T だけの問題 だけで はないの です。

教育現 場の先生方 にとって決 して無関係で はない

はず で す 。 しか し教 育界 の 反 応 が にぷ い こ とに全

国親 の 会 と して 危倶 を抱 い て い ます 。 言 難 担 当 教

員の専 門性 の 養 成 と関 連 して ぜ ひ問 題 提 起 を した

いと思 い ます 。

全 国親の会が加盟 してい る提携 団体 は、前節で

も触 れてい る「全 国心身障害児福 祉財 団」 と「全

国病弱・ 障害 児の教 育推進 連合会」、「全 国特殊教

育推進 連盟」 があ ります。加えて 「全国社会福 祉

協議 会 心 身障害児 連絡協 議会」 と 「日本障害者

協議 会 Japan Councilon Disability略してJD」

です。特 に J D は、年 会費 10万 円 と負 担が重 く、

脱会 も検 討 され た こ とが あ りま した 。 しか し教 育

と同 じよ う に、幼 児 問題 等 の福 祉 に関 して は、 一

団体 の 力 だ け で は あ ま りに も壁 が 厚 い の で す 。 や

はり全 国の障害者団体か らの情報 と支援 が必要で

す。 そ して 、 そ の た め には 支援 を求 め る だ けで は

なく、言 語 親 の 会 と して も他 団 体 に協 力 支 援 す る、

相互の連帯が重要 なのです。 なかで も障害者の各

種資格制度の欠格条項の問題や、成年後見制問題

は、福 祉 において重 要課題 であ り、全国親の会 に

と って も決 して無 縁 の 問題 で は あ りませ ん 。

3 ．阪神大震災被災地への義援金募金

平成 7 年 1 月 17 日未明、突如阪神地方 を襲 った

大地震 は、想像 を絶す る多 くの人命 を奪い、甚大

な損 害 を被 りま した 。 そ して 同 地 の 言 難 教 室 や ご

家族 が 多 く被 害 を受 け られ ま した 。 なか に は住 民

の避 難 所 と な って い るた め 、 新 学期 が 始 ま っ て も

指導 開 始 の 予 定 が た た ない 教 室 もあ り、 計 り知 れ

ない ご苦労があ った ようです。被 災各地の教室で

は、教 室や機 器類が使用不 能 になった り、修理の
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必 要 が 出 た り とい う こ とが 多 く あ り ま し た 。 全 国

親 の会で は、「全 難言協 」 と「全 国難聴児 を もつ

親 の 会 」 と共 同 して募 金 活 動 を起 こ し、教 室 の指

導 が 一 日 も早 く復 活 で きる よ うに応 援 す る こ とに

な り ま し た 。 数 カ 月 の 間 に 5 0 0 万 円 を は る か に 越

え る 金額 が 集 ま りま した。 しか もその 内 6 割 以 上

が全 国言語親 の会か らの善意で した。土谷副会長

は、会報 「ことば」 の巻 頭言で、会員の好 意 に厚

くお 礼 を 申 し上 げ 、 ≪た か が 言 語 親 の 会 、 され ど

言 語 親 の会 ≫ と結 ん で い ます 。

そ して、 この義援金 は、被災地 の言 難教室 に配

分 して渡 され ま した。 もち ろ ん そ こに言 語 親 の 会

が あ るか ない か は無 関 係 で す 。

4 ．全国親の会創立30周年記念全国大会

平成 7 年度 の全 国 ブロ ック長・代 表者会議 は、

前 年 に引 き続 き欠 席 の 県 が 少 な く、 しか も 2 名 以

上 の 出 席 の都 道 府 県 が 多 くな りま した。 会 場 「全

国身体障害者総合福祉 セ ンター （通称戸 山サ ンラ

イズ ）」 の 大 会 議 室 で も狭 く感 じる 参 加 者 に な り

ま し た 。

2 年 毎 の 役 員 改 選 は 、 い ま まで の 「会 長 は ブ ロ

ッ ク長 の互 選 」 とい う会 則 を改 正 して 、「ブ ロ ッ

ク長会議 で推薦 し、代 表者会議で承 認す る」 とな

り、成 田会 長 ・ 行 木 事 務局 長 ラ イ ンの留 任 継 続 に

な りま した。た だ し一部 ブ ロ ッ ク長 の 交 替が あ り、

中国 ブ ロ ッ ク長 は 山 口県 の加 藤 碩 さん に な り ま し

た。さ らに規約改正 では、文中の「言語治療教室」

を「通級 指導教室」 に変更、 また会組織の ない地

区で の 会 員 は ブ ロ ック長 に所 属 す る こ とに な りま

した 。

また、全 国大会協賛 金は、従来通 り一口 1 万円

です が な るべ くニ ロ以 上 と決 ま りま した 。

さ らに 、 この年 か ら、全 国 親 の 会 の シ ン ボ ルマ

ークが 決 ま り ま した。 か ね て か ら会 報 な どで提 案

して きた 、佐 賀 県 親 の 会 の吉 田事 務 局 長 の デ ザ イ

ンで こ とばの「 こ」を表 した か わ い い マ ー クで す 。

今後 さ ま ざ ま な 場 面 で 使 っ て 行 く こ と に な り ま し

た。

悲 しい 計 報 もあ りま した。 神 奈 川 県 親 の 会 会長

で全 国 親 の 会 の 監査 をお 願 い して い た、 岡 島 キ ヌ

さんが 4 月 1 8 日 に逝 去 され た との こ とで す 。 本 会

の た め ご尽 力 くだ さ っ た ご功 績 を諾 え 、謹 ん で ご

冥福 をお 祈 り致 します 。

さて、い よい よ創立30 周年記念第 16 回全国言語

障害児 をもつ親の会全 国大会千葉大会 です。

思い起 こせば、昭和 39年 8 月 18 日東京上野の文

化会館 に、千葉市立院内小 学校 と仙 台市立通町小

学校 の親 を中心 に全 国か ら言語 障害児 をもつ親が

集 ま って 、全 国親 の 会 を結 成 して30 年 に なる の で

す。その記 念すべ き節 目に、言 語障害児教育発祥

の地千葉 で全 国大 会が開催 され ることは誠 に意義

深 い も の が あ り ま し た 。

大会 の前夜 、全 国親 の会小林初代会 長、辻 第 2

代会長 、成 田第 3 代会長 に、創立者 ともいえ る千

葉の大熊喜代松先生 、北海道の跡部敏之先生 、岩

手の菊池義勝先生 に、行木事務局長・事務局次長

にお 集 ま りい た だ き、 土 谷 編 集 委 員 長 の司 会 で座

談 会 を 開 き ま した 。 30 周 年 記 念 誌 に収 録 す る た め

で し た が 、 あ っ と い う ま の 2 時 間 で し た 。 と て も

誌 面 に はす べ て 載 せ きれ ませ ん が 、 ビ デ オ テ ー プ

に収 め て い ます の で貴 重 な記 録 に な りま した 。尚、

この 時 に大熊先 生 か ら門外不 出の大切 な資料 の

数 々 をお借 りす る こ とが で き ま した 。30 年 記念 誌

が発刊 で きるの も、大熊先生 の ご指 導 ご協 力のお

陰 で あ る こ とを感 謝 し、 お礼 を 申 し上 げ ます。

成 田大会 長・ 溜川 良次 大会実行 委貞長 の もと、

全国大 会 は 、盛 大 に 開催 され ま した 。 まず 開 会式

で30周年記念歌 の発表 があ りま した。公募 入選 曲

「夢 の葉」（作詞宮村明秀・補作詞児 島由美・作 曲

黒田亜樹） と「ふ れ愛」 を、柏少年少女合 唱団に

よ っ て披 露 され ま した。 そ して大 会 基 調 パ ネ ル デ

ィ ス カ ッ シ ョ ンは 、「言 語 障 害 児 （者 ） の豊 か な

障害 生 活 を考 え る」 の テー マ の もと に進 め ら れ ま

した 。 コー デ イ ネ イ ター は東 京 学 芸 大 学 の 上 野 一

彦先生。パ ネリス トは、国立特殊教 育総合研 究所

の平井保 先生、全 国療 育相 談セ ンターの武藤直子

先生、千 葉中小企 業家 同友会の中嶋三男先生、そ

して全 国 親 の 会 土谷 さ と る副 会 長 の 4 名 で 議論 を

展開 して い き ま し た 。

この大 会 の流 れ の特 徴 は 、パ ネ ル デ ィス カ ッ シ

ョ ン の メ ンバ ー を見 て も解 る よ う に 、 単 に 言 語 障

害に止 ま らず 、 L D も含 め た 広 く障 害 を捉 え、 そ
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全国親の会・ 創立30周年記念歌（1）公募入選曲「夢の葉」

夢の葉
作詞 宮村 明秀

補作詞 児島 由美

作曲 黒田亜 糾
暮t 暮かに
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の 関 連 の 中 で子 ど もた ち の生 涯 を考 え よ う とい う

位置づけです。 30年 を節 目に、多様 な障害 に対応

し、他 の 障害 と も連 帯 す る な か で の言 難 教 育 の方

向性 を示 唆 した大 会 で した。 こ の流 れ は 、次 の第

17 回全 国 大 会 熊 本 大 会 に も引 き継 が れ て い き ま

す。

5 ． さ らな る発 展 を願 っ て

平 成 8 年 1 月、毎年行 われ てい る 「全国特殊教

育振興協議 会」 が、その年 は名古屋で 開催 される

こ と にな って い ま した 。 病 障 連 を代 表 して 6 年 振

に言語親 の会 に発 言の機 会が巡 って きた のです。

当日は、成田会長 と土谷副会長・行 木事務局長の

3 人 が 出 席 す る こ と に な っ て い ま し た 。 し か し、

その出発 の 2 日前 に突然成 田会長が倒れ られ、入

院、 緊急 手術 を受 け る こ と に な った の で す 。 心 配

を しなが ら も、振 興大会は土 谷副会長が、第 4 分

科会 「地域 にお ける福祉 の現状 と課題」で、全国

親の会の次の重点 目標 であ る 「幼児問題」 を全国

の特殊 教 育 関係 者 に訴 え ま した 。

6 月 に な って 、平 成 8 年度 全 国 親 の 会 ブ ロ ック

長・ 代 表 者 会議 が 当 初 の 予 定 通 り戸 山サ ン ラ イズ

で開 か れ ま した が 、 成 田 会長 は出席 され ませ ん で

した。 そ こで成 田 会長 の病 気 が快 方 に向 か わ れ る

まで 、 土 谷 さ とる副 会 長 が会 長 職 を代 行 し、他 の

8 名 の ブ ロ ック長 と協 力 して 会 運営 をす る こ とに

なりま した。 そ して行 木 富 子 事 務 局 次 長 に は 会務

担当副会長 に就任願い 、事務局次長 には新 たに福

島の 野 木 孝 先 生 にお 願 い しま した。

行木先生 につい ては、言語親 の会 関係 の中で知

らない人 はい ない ほどの先生 で、大熊喜代槍先生

の元 で の 千 葉 院 内 小 時 代 か ら指 導 い た だ い て きた

長期 にわたる恩 人です。

野 木 先 生 も難 聴 の娘 さ ん を もつ 親 の一 人 で す 。

そ して その 障 害 を もつ お 子 さん に思 い を 入 れ て 、

新聞記者 か ら特殊教育 の現場 に転職 された先生 で

す。全 国親の会結成の30年以上前 か ら福 島県で親

の会 にか かわ り、全難言協副会長時代 か ら全 国親

の会 はお 世 話 に な っ て き ま した。 平 岡先 生 を失 っ

た時 に匹 敵 す る全 国親 の会 の 大 ピ ンチ に 、無 理 を

おしてお 二 人の 先 生 に さ らな るお 力 添 え を お願 い

したの で す 。ま た この年 か ら東 北 ブ ロ ック長 に は 、

辻久 視 秋 田県 親 の会 会 長 に再 度 復 帰 して も ら う こ

と に な り ま し た 。

全国親の会の総力 を挙 げて、成 田会長 の留守 中

を守 る事 に な っ たの で す 。

そ の 年 の 11月 、 臨 時 の 全 国 ブ ロ ック長 会 議 が も

たれ ま した。北海道の跡部敏之先生 、岩手 の菊池

義勝 先 生 を講 師 に ブ ロ ック長研 修 会 を 開 くこ とが

第一の 目的です。そ して創立 30周年記念誌の編集

会議 と、言語障害児教 育 自書 の作 成、 さらに第 17

回全国大会熊本 大会の準備 について盛 り沢 山の論

議が 交 わ され ま した。

こ と ば や き こ え に ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を も っ た 子

ど もた ち が 、 まだ まだ 多 くの援 助 を必 要 と して い

る限 り止 ま る わ け に は い き ま せ ん 。 苦 しみ も 悲 し

みも乗 り越 え て 、 知 恵 あ る もの は 知 恵 を しぼ り、

力あ る もの は力 をか し、財 力 あ る もの は金 を出 す 。

そして み ん な で 汗 を流 し合 っ て 、 さ ら な る前 進 を

誓い合 い ま し ょ う。全 国親 の 会 を生 み 、育 て 、 支

援を送 っ て くれ た 、30 数年 に 及 ぶ多 くの先 達 の願

いを受 け継 いで い くた め に も。

－59－


